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生 涯 学 習 推 進 計 画 の改 訂 にあたり 

 

 

 本 市 は ， 平 成 １ ３ 年 度 か ら 平 成 ２ ７ 年 度 ま で の １ ５ 年 間 を 計 画 期 間 と

す る 「 柏 市 第 四 次 総 合 計 画 」 に 基 づ き ， 市 の 将 来 都 市 像 で あ る 「 み ん な

で つ く る  安 心 ， 希 望 ， 支 え 合 い の ま ち  柏 」 を 目 指 し た ま ち づ く り を

進 め て い ま す 。 こ の 計 画 は ， 将 来 都 市 像 を 実 現 す る た め に ６ つ の 基 本 的

な 方 向 性 を 示 し て お り ， そ の １ つ に 「 学 習 ・ 交 流 （ 人 と 交 流 が 育 ま れ る

ま ち ）」 を 掲 げ ， 生 涯 学 習 社 会 の 形 成 に 向 け た 取 り 組 み を 進 め て い ま す 。  

 近 年 ， 科 学 技 術 の 進 歩 ， 高 度 情 報 化 の 進 展 ， 少 子 高 齢 化 の 進 行 な ど に

伴 い ， 価 値 観 が 多 様 化 し ， 大 き な 社 会 変 化 を も た ら し て い ま す 。 こ の 変

化 の 中 で ， 充 実 し た 人 生 を 実 現 す る た め ， 自 発 的 意 思 に 基 づ き ， 自 己 に

適 し た 手 段 ・ 方 法 を 自 ら 選 び な が ら 生 涯 を 通 じ て 行 う 学 習 活 動 ＝ 「 生 涯

学 習 」 は ， ま す ま す 重 視 さ れ る と と も に ， 変 化 に 対 応 し た 学 習 環 境 の 整

備 が 求 め ら れ て い ま す 。  

そ こ で 本 市 で は ，“ い つ で も ・ ど こ で も ・ だ れ で も ・ 自 由 に ” 学 ぶ こ

と が で き る 生 涯 学 習 社 会 の 形 成 に 向 け て ，「 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 」 に

基 づ き ， 生 涯 学 習 活 動 の 支 援 を 行 っ て い ま す 。  

 平 成 １ ５ 年 の 「 第 ２ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 」 策 定 か ら ６ 年 が 経 過 し

よ う と し て い ま す が ， こ の 間 に 合 併 ， 中 核 市 へ の 移 行 等 ， 生 涯 学 習 を 取

り 巻 く 状 況 は 変 化 し ま し た 。  

こ の よ う な 背 景 を 踏 ま え ， 今 回 ，「 第 ２ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 」 を

改 訂 し ま し た 。 基 本 方 針 に つ い て は ， 改 訂 前 の 「 生 涯 学 習 推 進 構 想 」 に

基 づ き ， 見 直 し を 行 い ま し た 。 基 本 計 画 に つ い て は ， 新 た な 計 画 期 間 に

移 る こ と に 伴 い ， 生 涯 学 習 推 進 施 策 の 体 系 に つ い て 見 直 し を 行 い ま し た 。     

今 後 ， こ の 計 画 を 基 に 生 涯 学 習 社 会 の 形 成 に 向 け ， 一 層 の 推 進 を 目 指

し て ま い り ま す 。  

 最 後 に ， 計 画 の 改 訂 に ご 尽 力 い た だ い た 関 係 各 位 に 対 し ， 心 か ら 御 礼

申 し 上 げ ま す 。      

 

 平 成 ２ １ 年 ４ 月  

 柏 市 生 涯 学 習 推 進 本 部 長  

柏 市 長  本  多    晃  
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１ 計 画 策 定 の経 緯  

本 市 で は ， 全 庁 的 な 協 力 体 制 で 生 涯 学 習 を 推 進 す る と と も に ，

有 識 者 等 の 意 見 を 生 涯 学 習 施 策 に 反 映 さ せ る た め ， 平 成 ２ 年 に

市 長 を 本 部 長 と す る 庁 内 組 織 の 「 柏 市 生 涯 学 習 推 進 本 部 」 を ，

平 成 ４ 年 に 有 識 者 に よ る 審 議 機 関 と し て 「 柏 市 生 涯 学 習 推 進 協

議 会 」 を そ れ ぞ れ 組 織 し ま し た 。  

平 成 ５ 年 に 両 組 織 が 中 心 に な っ て ，「 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 」

（ 第 １ 次 計 画  期 間 ： 平 成 ５ 年 度 ～ 平 成 １ ２ 年 度 ， 平 成 １ ０ 年

改 訂 版 策 定  期 間 ： 平 成 １ ０ 年 度 ～ 平 成 １ ４ 年 度 ） を ま と め ，

学 習 施 設 の 整 備 や 学 習 機 会 の 提 供 な ど 生 涯 学 習 施 策 の 実 施 に 努

め て き ま し た 。  

平 成 １ ３ 年 度 か ら 「 み ん な で つ く る  安 心 ， 希 望 ， 支 え 合 い

の ま ち  柏 」 を 将 来 都 市 像 と す る 柏 市 第 四 次 総 合 計 画 が ス タ ー

ト し ， そ の 実 現 の た め の 施 策 を 生 涯 学 習 の 面 か ら 推 進 し て い く

た め ， 平 成 １ ５ 年 ４ 月 に 「 第 ２ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 」 を 策

定 し ま し た 。  

  

２ 計 画 改 訂 の背 景  

(1 )  国 の基 本 的 考 え方  

平 成 １ ６ 年 ３ 月 に 中 央 教 育 審 議 会 生 涯 学 習 分 科 会 よ り ，

「 今 後 の 生 涯 学 習 の 振 興 方 策 に つ い て 」 の 審 議 経 過 の 報 告 が

あ り ， 今 後 の 生 涯 学 習 振 興 方 策 の 基 本 的 方 向 と し て ， 次 の こ

と が あ げ ら れ て い ま す 。  

【 基 本 的 考 え 方 】  

 人 々 が ， 生 涯 の い つ で も ， 自 由 に 学 習 機 会 を 選 択 し て 学

ぶ こ と が で き ， そ の 成 果 が 適 切 に 評 価 さ れ る よ う な 「 生 涯

学 習 社 会 」 の 実 現 を 目 指 す  

① 「 個 人 の 需 要 」 と 「 社 会 の 要 請 」 の バ ラ ン ス  

② 「 人 間 的 価 値 」 と 「 職 業 的 知 識 ・ 技 術 」 の 調 和  

③ 「 継 承 」 と 「 創 造 」  

【 今 後 重 視 す べ き 観 点 】  

     ① 国 民 全 体 の 人 間 力 の 向 上  

     ② 生 涯 学 習 に お け る 新 し い 「 公 共 」 の 視 点 の 重 視  
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     ③ 人 の 成 長 段 階 ご と の 政 策 の 重 点 化  

     ④ 国 民 一 人 ひ と り の 学 習 ニ ー ズ を 生 か し た ， 広 い 視 野 に

立 っ た 多 様 な 学 習 の 展 開 等  

     ⑤ Ｉ Ｔ の 活 用  

平 成 ２ ０ 年 ２ 月 に は 同 じ く 中 央 教 育 審 議 会 生 涯 学 習 分 科 会

よ り ，「 新 し い 時 代 を 切 り 拓 く 生 涯 学 習 の 振 興 方 策 に つ い

て 」 の 答 申 が あ り ， 次 の こ と が あ げ ら れ て い ま す 。  

【 具 体 的 方 策 】  

    (1)生 涯 を 通 じ た 学 習 の 支 援  

     ① 今 後 必 要 と さ れ る 力 を 身 に 付 け る た め の 学 習 機 会 の 在  

り 方  

     ② 多 様 な 学 習 機 会 の 提 供 ， 再 チ ャ レ ン ジ が 可 能 な 環 境 の  

整 備  

     ③ 学 習 成 果 の 評 価 の 社 会 的 通 用 性 の 向 上  

(2)社 会 全 体 の 教 育 力 の 向 上  

     ① 家 庭 教 育 支 援 基 盤 の 形 成  

     ② 学 校 を 地 域 の 拠 点 と し て 社 会 全 体 で 支 援 す る 取 組 の  

推 進  

     ③ 公 民 館 や 図 書 館 ， 博 物 館 等 の 社 会 教 育 施 設 の 活 用  

【 施 策 を 推 進 す る 際 の 留 意 点 】  

    (1)「 個 人 の 要 望 」 と 「 社 会 の 要 請 」 の バ ラ ン ス の 視 点  

      (2)「 継 承 」 と 「 創 造 」 等 を 通 じ た 持 続 可 能 な 社 会 の 発 展    

      を 目 指 す 視 点  

      (3)連 携 ・ ネ ッ ト ワ － ク を 構 築 し て 施 策 を 推 進 す る 視 点  

    ま た ， 平 成 １ ８ 年 １ ２ 月 に は ， 教 育 基 本 法 が 改 正 さ れ ， 第

３ 条 に 生 涯 学 習 の 理 念 と し て ，「 国 民 一 人 一 人 が ， 自 己 の 人

格 を 磨 き ， 豊 か な 人 生 を 送 る こ と が で き る よ う ， そ の 生 涯 に

わ た っ て ， あ ら ゆ る 機 会 に ， あ ら ゆ る 場 所 に お い て 学 習 す る

こ と が で き ， そ の 成 果 を 適 切 に 生 か す こ と の で き る 社 会 の 実

現 が 図 ら れ な け れ ば な ら な い 」 と 明 記 さ れ ま し た 。 ま た ，

「 家 庭 教 育 」（ 第 １ ０ 条 ），「 社 会 教 育 」（ 第 １ ２ 条 ），「 学 校 ，

家 庭 及 び 地 域 住 民 等 の 相 互 の 連 携 協 力 」（ 第 １ ３ 条 ） 等 ， 生

涯 学 習 ・ 社 会 教 育 関 係 の 規 定 の 充 実 も 図 ら れ ま し た 。  
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(2 )  市 民 意 識 調 査  

    平 成 １ ８ 年 １ １ 月 に 市 民 ４ ,０ ０ ０ 人 を 対 象 に ， 生 涯 学 習

に 関 す る 柏 市 市 民 意 識 調 査 （ ２ , ０ ４ ０ 人 ， 回 収 率 ５ １ ％ ）

を 行 い ま し た 。  

     ① こ の １ 年 間 の 生 涯 学 習 の 実 施 状 況  

こ の １ 年 の 間 に ,「 生 涯 学 習 」 を し た こ と が あ る か 聞  

い た と こ ろ ，「 あ る 」 と い う 人 は ３ ３ ． ７ ％ ，「 な  

い 」 は ６ ３ ． ４ ％ と な っ て い る 。 し た こ と が な い 理  

由 と し て ，「 仕 事 や 家 事 が 忙 し く て 時 間 が な い 」，「 き  

っ か け が つ か め な い 」，「 必 要 な 情 報 が な か な か 入 手  

で き な い 」 な ど の 順 で あ り ， 男 女 間 で 大 き な 差 は み  

ら れ ま せ ん で し た 。  

     ② 生 涯 学 習 に 対 す る 今 後 の 意 向  

      今 後 「 生 涯 学 習 」 を し て み た い と 思 う か 聞 い た と こ ろ ，

「 し て み た い 」（ ７ ４ ． ７ ％ ） と い う 人 が ７ 割 以 上 を

占 め て い ま す 。  

    こ の 結 果 ， こ の １ 年 間 に 生 涯 学 習 を 「 し た こ と が な い 」 が

６ 割 を 超 え る 一 方 で 「 し て み た い 」 が ７ 割 以 上 を し め て お り ，

潜 在 的 な 学 習 意 欲 を 学 習 機 会 に 結 び つ け る 方 策 が 必 要 で す 。

ま た ， 年 齢 層 に よ っ て や り た い 理 由 や 内 容 に 違 い が 見 ら れ ，

ラ イ フ ス テ － ジ に 応 じ た 取 り 組 み が 求 め ら れ て い ま す 。  

    市 民 が 求 め て い る も の と し て ，「 生 涯 学 習 関 連 施 設 の サ －

ビ ス の 充 実 」，「 市 民 の ニ － ズ な ど の 反 映 」，「 学 校 開 放 」 が 上

位 を 占 め ， 学 習 活 動 の 多 様 化 ・ 専 門 化 が 進 み ， よ り 充 実 し た

内 容 が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

 (3 )  近 年 の柏 市 のまちづくりの課 題  

    平 成 １ ８ 年 度 か ら 「 柏 市 第 四 次 総 合 計 画  中 期 基 本 計 画 」

が ス タ ー ト し ま し た 。 こ の 中 で ， 柏 の ま ち づ く り に 際 し ， 特

に 以 下 の よ う な 課 題 へ の 対 応 が 重 要 で あ る と さ れ て い ま す 。  

     ① 合 併 効 果 の 最 大 限 の 発 揮  

     ② つ く ば エ ク ス プ レ ス の 開 業 効 果 の 活 用 。 な ら び に 地 域

に 集 積 し て い る 大 学 と 産 業 の 連 携 等 を 軸 と し た ， 国
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際 学 術 研 究 都 市 づ く り の 推 進  

     ③ 柏 の 個 性 を 活 か し た ， 特 色 あ る ま ち づ く り の 推 進  

     ④ 活 動 的 な 中 高 年 層 を 意 識 し た ま ち づ く り  

     ⑤ 子 育 て 世 代 に と っ て も 高 齢 者 に と っ て も 魅 力 的 な ま ち

づ く り  

     ⑥ 市 民 協 働 の 一 層 の 推 進 と 民 間 活 力 の 活 用 ， 及 び 多 様 な

主 体 の 連 携  

     ⑦ 環 境 共 生 に 配 慮 し た ま ち づ く り  

     ⑧ 地 域 の 危 機 管 理 力 の 強 化 と ， 安 心 ・ 安 全 の ま ち づ く り  

     ⑨ 厳 し い 地 方 財 政 環 境 に 対 応 し た 計 画 的 な 財 政 運 営 と 行

財 政 改 革 の 推 進  

 

３ 計 画 改 訂 の目 的  

   人 口 減 少 社 会 の 到 来 や 急 速 な 高 齢 化 ，「 団 塊 の 世 代 」 が 一 斉

に 退 職 期 を 迎 え る な ど ， 社 会 情 勢 が 大 き く 変 化 し て い ま す 。  

   こ の よ う な 中 で ， 市 民 一 人 ひ と り が 自 己 の 人 格 を 磨 き ， 豊 か

な 人 生 を 送 る こ と が で き る よ う ， 生 涯 に わ た っ て ， あ ら ゆ る

機 会 に ， あ ら ゆ る 場 所 に お い て 学 習 す る こ と が で き ， そ の 効

果 を 適 切 に 生 か す こ と が で き る よ う な 体 制 づ く り が 必 要 と さ

れ て い ま す 。  

   そ こ で ， 生 涯 学 習 社 会 の 形 成 に 向 け た 取 り 組 み を 推 進 し て い

く た め に は ， 新 た な 視 点 で 施 策 を 展 開 し て い く 必 要 性 が あ る

こ と か ら ，「 第 ２ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 」 の 改 訂 を 行 う も の

で す 。  

 

４ 計 画 の位 置 付 け 

本 計 画 の 改 訂 は ， 柏 市 第 四 次 総 合 計 画 基 本 構 想 で 掲 げ る 将 来

都 市 像 「 み ん な で つ く る  安 心 ， 希 望 ， 支 え 合 い の ま ち  柏 」

の 実 現 に 向 け て ， 柏 市 第 四 次 総 合 計 画 中 期 基 本 計 画 の 施 策 体 系

別 計 画 第 ２ 章 「 学 習 ・ 交 流 － （ 人 と 交 流 が 育 ま れ る ま ち ）」 第

１ 節 「 生 涯 学 習 社 会 を 形 成 す る 」 の 理 念 に 基 づ き ま す 。  

ま た ， 柏 市 第 四 次 総 合 計 画 を 補 完 す る 他 の 庁 内 部 門 計 画 と の

整 合 を と る も の と し ま す 。  
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５ 計 画 の構 成 と期 間  

本 計 画 は ，「 生 涯 学 習 推 進 構 想 」 と 「 生 涯 学 習 推 進 基 本 計 画 」

で 構 成 し て い ま す 。  

 

「生 涯 学 習 推 進 構 想 」 

 生 涯 学 習 推 進 構 想 は ， 生 涯 学 習 理 念 を 基 に ， 本 市 が 目 指 す 生 涯

学 習 の 基 本 方 針 を 示 す も の で す 。  

「生 涯 学 習 推 進 基 本 計 画 」 

生 涯 学 習 推 進 基 本 計 画 は ， 生 涯 学 習 推 進 構 想 を 実 現 す る た め の

基 本 的 な 施 策 や 事 業 等 を 体 系 的 に 示 す も の で す 。  

 

「計 画 期 間 」 

計 画 期 間 は 平 成 １ ５ 年 度 か ら 平 成 ２ ９ 年 度 の １ ５ 年 間 と な っ

て い ま す 。 総 論 部 分 で あ る 「 柏 市 生 涯 学 習 推 進 基 本 方 針 」 は ，

今 回 の 改 訂 に お い て 一 部 見 直 し を 行 い ま し た が ， 目 標 年 次 は 改

訂 前 と 同 様 に 平 成 ２ ９ 年 度 と し ま す 。 各 論 部 分 で あ る 「 柏 市 生

涯 学 習 推 進 基 本 計 画 」 は 目 標 年 次 を 平 成 ２ ４ 年 度 と し て ， ４ 年

後 に 再 度 見 直 し を す る こ と と し て 定 め ま す 。  

な お ， 様 々 な 状 況 の 変 化 に よ り 見 直 し の 必 要 性 が 生 じ た 場 合

に は ， 目 標 年 次 前 で あ っ て も 弾 力 的 に 見 直 し を 行 う も の と し ま

す 。  

 平成 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

 

１６ 

 

１７

 

１８

 

１９

 

２０

 

２１

 

２２

 

２３

 

２４

 

２５ 

 

２６ 

 

２７ ２８

 

２９

第 四 次 総 合 計 画  

基 本 構 想 ( １ ５ 年

計 画 )  

                 

第 四 次 総 合 計 画  

基 本 計 画 ( ５ 年 計

画 )  

             

  

    

第 ２ 次 生 涯 学 習  

推 進 計 画  

基 本 構 想 ( １ ５ 年  

計 画 )  

                 

第 ２ 次 生 涯 学 習  

推 進 計 画  

基 本 計 画 ( ５ 年 計

画 )  

                 

(改 訂  )  
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第１部 

生涯学習推進構想 

１ 生 涯 学 習 と は        

２ 地 域 生 涯 学 習 ネ ッ ト ワ － ク の 形 成  

３ 柏 市 生 涯 学 習 推 進 基 本 方 針  
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１ 生 涯 学 習 とは 

 

（１）生 涯 学 習 の理 念  

 市 民 一 人 ひ と り が ， 自 己 の 人 格 を 磨 き ， 豊 か な 人 生 を 送 る こ と が  

で き る よ う ， そ の 生 涯 に わ た っ て ， あ ら ゆ る 機 会 に ， あ ら ゆ る 場 所

に お い て 学 習 す る こ と が で き ， そ の 成 果 を 適 切 に 生 か す こ と の で き

る 社 会 の 実 現 を 図 り ま す 。  

 

（２）生 涯 学 習 支 援 の柱  

 学 習 ・ 文 化 ・ ス ポ － ツ ・ レ ク リ エ － シ ョ ン 等 活 動 が 「 い つ で も ・

ど こ で も ・ だ れ で も 」 そ し て 「 自 由 」 に 学 べ る 学 習 環 境 づ く り を 進

め て い き ま す 。  

  いつでも 

人 生 の 各 時 期 に あ っ て ， 学 習 が 保 障 さ れ る と と も に ， 次 の 学

習 へ の ス ム － ズ な 移 行 が 可 能 に な る よ う な 仕 組 み を 整 備 し ま

す 。 ま た ， 科 学 技 術 の 進 歩 が 著 し く ， 常 に 新 し い 知 識 技 能 が

要 求 さ れ る 今 日 に あ っ て ， 諸 活 動 に 従 事 し た 後 ， 再 び 教 育 に

か え る 考 え 方 に よ る 学 習 機 会 （ リ カ レ ン ト 教 育 ） を 整 備 し ま

す 。  

どこでも 

家 庭 ・ 学 校 ・ 社 会 ・ 職 業 能 力 開 発 等 の 各 教 育 領 域 ， 民 間 に お

け る 学 習 機 会 ・ 情 報 ・ 文 化 等 を 統 合 化 す る と と も に ， 学 習 機

会 の 整 備 充 実 を 図 り ま す 。  

だれでも  

「 学 習 機 会 の 平 等 」 を 実 現 す る た め に ， 介 護 支 援 等 を 要 す る

高 齢 者 ， 障 が い 者 （ 児 ） な ど ， 全 て の 人 々 に 積 極 的 な 学 習 機

会 を 設 け ま す 。  

自 由 に 

 生 涯 学 習 は ， 市 民 の 自 発 的 な 意 思 と 主 体 的 な 行 動 が 理 念 に

あ り ， し た が っ て ， 市 民 の 学 習 要 求 を 尊 重 し ， い つ で も ・ ど

こ で も ・ だ れ で も が 自 由 に 参 加 で き る 制 度 を 整 え る 必 要 が あ

り ま す 。  
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２ 地 域 生 涯 学 習 ネットワ－クの形 成  

 

（１） 生 涯 学 習 ネットワ－ク化 の視 点  

  

① ネットワ－ク化 の課 題  

市 民 意 識 調 査 で は ，「 仕 事 や 家 事 が 忙 し く て 時 間 が な い 」，

「 き っ か け が つ か め な い 」，「 必 要 な 情 報 が な か な か 入 手 で き

な い 」 と い っ た 学 習 阻 害 要 因 を あ げ る 人 が 比 較 的 多 く 見 受 け

ら れ ま し た 。  

立 地 条 件 や 施 設 規 模 ・ 内 容 等 に よ り サ － ビ ス に 相 違 が 生 じ ，

さ ら に は 各 施 設 の サ － ビ ス の 提 供 ・ 質 の 向 上 に は お の ず か ら

限 界 が あ る と い え ま す 。 そ し て ， こ の よ う な 学 習 サ － ビ ス は

「 い つ で も ・ ど こ で も ・ だ れ で も ・ 自 由 に 」 学 習 機 会 に 参 加

で き る と い う 生 涯 学 習 社 会 へ の 移 行 を 阻 む 根 本 的 な 問 題 に つ

な が る も の で す 。  

し た が っ て ， 本 市 の 生 涯 学 習 行 政 に は ， 生 涯 学 習 サ － ビ ス

の 充 実 を 目 指 す た め に ， 次 の よ う な 課 題 の 達 成 が 要 請 さ れ ま

す 。  

 ●  行 政 及 び 民 間 を 問 わ ず ， 生 涯 学 習 サ － ビ ス を 実 施 す る

諸 機 関 が 相 互 に 協 力 し あ い ， 補 完 し あ う 生 涯 学 習 支 援 に

向 け た 組 織 ・ 機 関 相 互 の 「 学 習 支 援 体 制 」（ セ ク タ － 間 の

ネ ッ ト ワ － ク ） を 形 成 し ま す 。  

●  生 涯 学 習 を 支 援 す る ， 施 設 ・ 事 業 ・ 人 材 ・ 情 報 ・ 学 習 機

器 ・ 資 料 等 （ 学 習 資 源 ） を ， 学 習 者 の 様 々 な 活 動 の 場 面

に お い て ， 学 習 支 援 機 能 を 共 有 化 す る な ど ， 生 涯 学 習 を

促 進 す る た め 学 習 支 援 機 能 の 相 互 連 携 を 図 る 「 生 涯 学 習

支 援 サ － ビ ス 」（ 学 習 資 源 の ネ ッ ト ワ － ク ） を 行 い ま す 。  

 

② ネットワ－ク化 への基 本 姿 勢  

前 述 の 生 涯 学 習 の 支 援 の た め に 課 題 と さ れ る ネ ッ ト ワ － ク

を 形 成 す る に は ，「 い つ で も ・ ど こ で も ・ だ れ で も ・ 自 由

に 」 生 涯 学 習 が 達 成 さ れ る た め に ，「 学 習 支 援 体 制 」 と 「 生

涯 学 習 支 援 サ － ビ ス 」 を 設 定 し ま す 。  
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（２） 生 涯 学 習 ネットワ－ク体 系  

 

① 学 習 支 援 体 制 （セクタ－間 のネットワ－ク） 

生 涯 学 習 の 推 進 は ， 行 政 ・ 民 間 事 業 所 ・ 市 民 サ イ ド で 取 り

組 む べ き も の が あ り ， こ れ ら の 連 携 を 踏 ま え ， 統 一 的 ・ 体 系

的 な 支 援 組 織 を 整 備 し 機 能 さ せ ま す 。  

 

 

<生 涯 学 習 支 援 組 織 図 > 

 

 

柏 市 行 政 機 関  

 

          民 間 セクタ－                公 共 セクタ－ 

 

               

  生 涯 学 習 推 進 本 部  

 

 

                市 民 グル－プ 

 

 

  生 涯 学 習 推 進 協 議 会  

 

 

 

 

 

 

ア 全 庁 的 協 力 体 制  

  生 涯 学 習 を 推 進 す る た め に ， 市 民 の 意 見 を 反 映 し つ つ ，

行 政 全 部 局 を あ げ て の ， 支 援 組 織 を 整 備 し ま す 。  
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イ 学 校 教 育 と社 会 教 育 の連 携  

    人 間 の 一 生 を 通 じ ， 学 校 教 育 と 社 会 教 育 は 切 っ て も 切 れ な     

   い も の で あ り ， 車 の 両 輪 の 関 係 に あ り ま す 。  

    学 校 週 ５ 日 制 が 行 わ れ る 状 況 の 中 で ， 学 校 教 育 と 社 会 教 育     

は ハ － ド ・ ソ フ ト の 両 面 か ら の 連 携 が 必 要 で す 。  

ウ 高 等 教 育 機 関 との連 携  

    市 民 の 学 習 は ， 市 民 意 識 調 査 か ら も 高 度 化 ・ 多 様 化 の 傾 向

に あ り ， 市 内 外 の 高 等 教 育 機 関 と の 連 携 に よ る 事 業 を 設 定 し

ま す 。  

    ま た ， 学 校 で 得 た 知 識 等 を 社 会 で 活 用 し ， 再 び 学 校 で 新 し

い 知 識 を 吸 収 し ， 職 業 等 に 活 か す リ カ レ ン ト 教 育 を 促 進 し ま

す 。  

 

② 生 涯 学 習 支 援 サ－ビス（学 習 資 源 のネットワ－ク） 

一 人 の 市 民 を 中 心 に 置 き ， そ こ か ら 空 間 の 広 が り に し た が

っ て ， ふ る さ と セ ン タ － を 中 心 と し た 日 常 生 活 圏 で あ る 「 地

域 レ ベ ル 」 と 近 隣 セ ン タ － を 中 心 と し た 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 区 レ

ベ ル 」， そ し て 柏 市 内 全 域 を 対 象 と す る 「 市 域 レ ベ ル 」 の 三

層 構 造 に ， 事 業 ・ 施 設 ・ 人 材 ・ 参 加 体 系 を 配 置 し ， 市 民 一 人

ひ と り の 多 様 な 学 習 へ の 援 助 方 策 を 検 討 し ま す 。  

 

ア 学 習 情 報 ・相 談 システムの整 備  

  市 民 意 識 調 査 で は ， 学 習 し た い と い う 意 思 を 持 っ て い て

も ， 情 報 不 足 の た め 学 習 に 取 り 組 む こ と が 困 難 で あ る と し

て い る 人 が 多 く 見 受 け ら れ ま し た 。 こ の よ う な 状 況 を 改 善

す る た め ， 学 習 情 報 ・ 相 談 シ ス テ ム を 整 備 し ま す 。   

 

イ 学 習 施 設 間 の相 互 連 携  

本 市 は ， 生 涯 学 習 で の 活 用 に 適 し た 施 設 を 整 備 し て い ま

す 。 さ ら に ， 市 民 の 学 習 を よ り 効 率 的 に 支 援 す る た め ， こ

れ ら の 施 設 を ネ ッ ト ワ － ク 化 し ま す 。  
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ウ 人 材 の発 掘 と育 成  

  市 内 に お け る キ メ の 細 か い 生 涯 学 習 を 推 進 す る た め に ，  

  学 習 を 支 援 す る 人 材 を 発 掘 ・ 育 成 し ま す 。  
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３ 生 涯 学 習 推 進 基 本 方 針  

 

（１）目 標 ・基 本 方 針  

 

目   標 ： 地 域 に お け る 生 涯 学 習 社 会 の 形 成  

（ 生 涯 学 習 で 安 心 ， 希 望 ， 支 え 合 い の ま ち づ く り ）  

 

基 本 方 針 ： 市 民 一 人 ひ と り が 自 己 を 高 め る た め に ， 各 自 に 適 し た

方 法 で 継 続 的 な 学 習 活 動 が で き ， そ の 成 果 を 地 域 社 会

に 貢 献 で き る よ う な 生 涯 学 習 環 境 の 整 備 に 努 め ま す  

 

生 涯 学 習 は ， 幼 児 期 か ら 高 齢 期 ま で の そ れ ぞ れ の ラ イ フ ス テ

ー ジ に お け る 学 習 活 動 に 対 応 し て ， 市 民 一 人 ひ と り が 「 い つ で

も 」「 ど こ で も 」「 だ れ で も 」「 自 由 に 」 学 べ る 学 習 環 境 づ く り

を 基 本 理 念 と し ， 学 校 教 育 や 社 会 教 育 の ほ か ， 各 種 ボ ラ ン テ ィ

ア 活 動 や 家 庭 ・ 地 域 に お け る 様 々 な 体 験 ， ス ポ ー ツ 活 動 ， 芸 術

文 化 活 動 ， レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 な ど ， 広 義 の 学 習 活 動 を 包 括

し て い ま す 。  

こ の よ う な 生 涯 学 習 の 推 進 に つ い て は ， 柏 市 第 四 次 総 合 計 画

中 期 基 本 計 画 の 施 策 体 系 別 計 画 第 ２ 章 「 学 習 ・ 交 流 」 の 第 １ 節

に 「 生 涯 学 習 社 会 を 形 成 す る 」 と 位 置 付 け て い ま す 。 ま た ， 第

１ 章 「 市 民 と の 協 働 」 に お い て は ， 市 民 と の 協 働 に よ る ま ち づ

く り の 推 進 が 掲 げ ら れ て お り ， 学 習 成 果 を ま ち づ く り の 「 場 」

で 生 か す こ と が で き る 環 境 づ く り を 進 め て い ま す 。  

中 央 教 育 審 議 会 の 答 申 に お い て も ， 一 人 ひ と り の 学 習 活 動 を

支 援 す る た め の 方 策 や 地 域 住 民 等 の 力 を 結 集 し た 地 域 づ く り ，

家 庭 や 地 域 社 会 に お け る 子 ど も の 育 ち 環 境 の 改 善 の た め の 方 策

に つ い て 審 議 さ れ ，「 国 民 一 人 一 人 の 生 涯 を 通 じ た 学 習 の 支 援 」，

「 社 会 全 体 の 教 育 力 の 向 上 」 等 を 基 本 的 な 考 え 方 と し て い ま す 。  

こ の よ う な こ と か ら ， 本 計 画 の 目 標 及 び 基 本 方 針 は 改 訂 前 と

同 様 に ， 上 記 の と お り と し ま す 。  

目 標 の 実 現 に 向 け て ， 市 民 の 生 涯 学 習 活 動 を 支 援 す る こ と が

で き る よ う ， 基 本 方 針 に 沿 っ た 全 庁 的 な 取 り 組 み を 図 っ て ま い
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り ま す 。  

（２）基 本 的 な考 え方  

   基 本 方 針 に 沿 っ た 取 り 組 み は ， 次 に 掲 げ る ３ つ の 基 本 的 な 考

え 方 に 留 意 し た も の と し ま す 。  

 

① ライフステージに応 じた効 果 的 な施 策 の展 開 （生涯学習基盤） 

生 涯 に わ た る 学 習 活 動 を 支 援 す る に あ た り ， 人 が 成 長 す る

各 段 階 ， つ ま り 乳 幼 児 期 ， 少 年 期 ， 青 年 期 ， 成 年 期 ， 高 齢 期

な ど の ラ イ フ ス テ － ジ ご と の 課 題 を 明 ら か に し ， 優 先 順 位 の

高 い も の か ら 重 点 的 に 対 応 し て い く こ と が 必 要 と な り ま す 。      

現 在 ， 我 が 国 が 抱 え る 社 会 的 課 題 や 子 ど も に 関 わ る 様 々 な

現 状 を 直 視 し ， 生 涯 学 習 社 会 の 形 成 へ 向 け た 取 り 組 み の 中 で

課 題 解 決 に 導 く こ と が で き る よ う な 施 策 展 開 が 求 め ら れ る と

考 え ま す 。  

施 策 の 実 施 に あ た っ て は ， 公 共 や 民 間 ・ 市 民 グ ル － ブ 等 と

の 連 携 を 図 る と と も に ， 学 習 事 業 ・ 施 設 ・ 人 材 等 の 学 習 資 源

を 有 効 に 活 用 す る こ と が 必 要 に な り ま す 。  

 

② 生 涯 学 習 における教 育 機 能 の充 実 （教育機能） 

一 人 ひ と り が 充 実 し た 人 生 を 送 る こ と を 目 指 し て 生 涯 に わ

た っ て 行 う 学 習 を 支 援 す る た め に ， 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 様 々

な 教 育 機 能 が 果 た す べ き 役 割 は 非 常 に 大 き い と い え ま す 。 な

ぜ な ら ば ， 生 涯 学 習 は 人 々 が 自 発 的 意 思 に 基 づ い て ， 自 己 に

適 し た 手 段 ・ 方 法 を 自 ら 選 び な が ら 生 涯 を 通 じ て 行 う 学 習 活

動 で す が ， 自 ら 学 習 す る 意 欲 と 能 力 は 教 育 に よ り 養 わ れ る も

の だ か ら で す 。  

こ の 意 味 に お い て 教 育 機 能 は ， 生 涯 学 習 を 支 え る 基 盤 と し

て の 役 割 を 担 っ て お り ， 教 育 機 能 の 充 実 は 生 涯 学 習 の 推 進 に

欠 か す こ と の で き な い 要 素 で あ る と 考 え ま す 。  

 

③ 地 域 社 会 の活 性 化  

   各 人 の 生 涯 学 習 に よ る 成 果 は ， 知 識 ・ 技 術 ， 情 報 の 個 人 的

な 蓄 積 に 留 ま る だ け で な く ， 地 域 社 会 に お け る 貴 重 な 財 産 で
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も あ り ま す 。 こ の 財 産 が ま ち づ く り に 生 か さ れ る こ と に よ っ

て ， 学 習 継 続 の 意 欲 が 向 上 す る と と も に ， 新 た な 学 習 者 を 生

み 出 す こ と に な り ， 更 に は 新 た な 創 造 や 工 夫 に も つ な が り ま

す 。 学 習 成 果 が 適 正 に 評 価 さ れ ， 循 環 す る こ と に よ っ て ， 地

域 社 会 が 活 性 化 し て い く も の と 考 え ま す 。  

   ま た ， こ れ ら の 活 動 を 通 し て ， 他 者 へ の 貢 献 を 行 い ， 自 己

実 現 が 可 能 に な る と い え ま す 。  

 

（３）重 視 すべき観 点  

   上 述 の ３ つ の 基 本 的 な 考 え 方 に 基 づ き ， 本 市 に お け る 生 涯 学

習 推 進 の 施 策 体 系 の 構 築 を す る 上 で ， 特 に 重 視 す べ き 観 点 と

し て 次 の ５ つ を 採 り 上 げ ま す 。  

 

① 団 塊 世 代 等 社 会 参 加 の促 進  

   い わ ゆ る 「 団 塊 の 世 代 」 が 定 年 退 職 を す る こ と に 伴 い ， こ

の 世 代 や 高 齢 者 等 が こ れ ま で 培 っ た 経 験 や 知 識 を い か に 地 域

や 次 世 代 に 生 か し て い く か ， と い う 点 で の 取 り 組 み が 必 要 と

さ れ て い ま す 。  

ま た ， 生 涯 学 習 を 通 し て 人 生 を 豊 か な も の と す る た め に は ，

「 知 」 の 側 面 だ け で な く 「 体 」 の 側 面 も 重 要 に な り ま す 。 つ

ま り ， 心 身 と も に 充 実 し て い る こ と が ， 生 き 生 き と し た 活 動

を 支 え て い る と 考 え ら れ ま す 。 し た が っ て ， こ の 世 代 の 人 々

の 健 康 の 維 持 ， 向 上 と い う 視 点 も 重 要 と 思 わ れ ま す 。  

 

② 家 庭 教 育 への支 援  

    家 庭 は 人 生 の 基 礎 づ く り の 上 で 極 め て 大 切 な 「 場 」 で あ り ，

重 要 な 役 割 と 責 任 が 求 め ら れ て い ま す 。 そ の 意 味 で ， 家 庭 教

育 は 生 涯 学 習 の 原 点 と い え ま す 。 子 ど も を 持 つ 親 は ， い つ で

も ， 誰 で も ， 少 な か ら ず 悩 み を 抱 え て い る も の で す が ， 核 家

族 化 や 地 域 に お け る つ な が り の 希 薄 化 な ど の 社 会 状 況 の 変 化

に 伴 い ， 子 育 て の 孤 立 感 が ， 悩 み を よ り 深 刻 な 状 況 に あ る と

思 わ れ ま す 。 こ の よ う な 状 況 に お い て ， 家 庭 教 育 の 充 実 を 図

る た め に は ， 子 育 て 支 援 は 欠 か せ な い も の と い え ま す 。 乳 幼
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児 期 に お け る 養 育 者 を 対 象 に ， 学 習 機 会 を 充 実 し て い く こ と

が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

③ 地 域 の教 育 力 の向 上  

 子 ど も の 生 き る 力 と 夢 を 育 む た め に は ， 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域

が 相 互 に 連 携 し て ， 社 会 全 体 で 子 ど も を 育 て て い く こ と が 重

要 と な り ま す 。 最 近 の 青 少 年 を め ぐ る 様 々 な 問 題 は ， 地 域 に

お け る 異 年 齢 ・ 異 世 代 の 人 と の 交 流 の 減 少 が 背 景 と し て あ る

の で は な い か と 指 摘 さ れ て い ま す 。 ま た ， 少 子 化 ， 都 市 化 等

の 家 庭 を 巡 る 状 況 の 変 化 に よ り ， 親 の 育 児 不 安 や 過 保 護 ・ 過

干 渉 等 ， 様 々 な 問 題 が 生 じ て い る と も 指 摘 さ れ て い ま す 。 こ

の よ う な 地 域 の 教 育 力 向 上 の た め に は ， 学 校 教 育 と 社 会 教 育

が 連 携 し ， ま た 地 域 の 人 材 と 協 力 し て ， 地 域 全 体 で 支 援 し て

い く こ と が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

④ 大 学 等 高 等 教 育 機 関 との連 携  

市 内 に は ， 東 京 大 学 や 千 葉 大 学 を は じ め ， 麗 澤 大 学 ， 日 本

橋 学 館 大 学 ， 二 松 学 舎 大 学 な ど ， 多 様 な 研 究 領 域 を 有 す る 大

学 や 高 等 学 校 が 多 く 立 地 し て い ま す 。 生 涯 学 習 を 推 進 し て い

く 過 程 に お い て は ， こ れ ら の 大 学 等 が 有 す る 知 的 ・ 学 術 的 財

産 は ， 地 域 に と っ て も 大 き な 学 習 資 源 で あ り ， よ り 密 接 な 関

係 を 築 い て い く 必 要 が あ り ま す 。 ま た ， 産 業 の 振 興 ， 発 展 の

過 程 に お い て も ， 大 き な 期 待 が 寄 せ ら れ て い ま す 。  

 

⑤ 市 民 との協 働  

    生 涯 学 習 の 推 進 に あ た っ て は ， 学 習 成 果 を 活 用 で き る よ う

な 体 制 づ く り が 必 要 と な り ま す が ， そ の 一 つ に 市 民 と の 協 働

が あ げ ら れ ま す 。 地 域 社 会 の 課 題 が 加 速 度 的 に 複 雑 化 し て い

る 中 で ， 公 共 領 域 の 課 題 を 自 主 的 に 解 決 し よ う と す る 市 民 の

関 心 が 高 ま っ て お り ， 自 ら 公 的 サ ー ビ ス を 提 供 し ， ま ち づ く

り を 共 に 担 う 市 民 の 役 割 意 識 が 大 き く 変 化 し て き て い ま す 。

そ こ で ， 福 祉 や 環 境 ， 教 育 な ど 幅 広 い 分 野 に お い て ， 様 々 な

形 で 市 民 と の 協 働 が 進 め ら れ て い ま す 。 生 涯 学 習 の 視 点 か ら
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も ， 学 習 成 果 を こ の よ う な 活 動 に お い て 活 用 す る こ と が 大 変

重 要 に な っ て き て い る と 考 え ら れ ま す 。  
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第２部 

生涯学習推進基本計画 
（平 成 ２１年 度 から平 成 ２４年 度 まで） 

１ 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 体 系 図  

２ 施 策 体 系 別 事 業  

Ⅰ 支 援 体 制 の 整 備 ・ 連 携 強 化  

Ⅱ 学 習 施 設 等 の 整 備 ・ 充 実  

Ⅲ 教 育 機 能 の 充 実  

Ⅳ 学 習 活 動 の 充 実  
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１  第 ２次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 （ 平 成 ２ １ 年 度 改 訂 ）体 系 図   ① 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

目   標 ：地 域 における生 涯 学 習 社 会 の形 成  

     （生 涯 学 習 で安 心 ，希 望 ，支 え合 いのまちづくり）  

基 本 方 針 ：市 民 一 人 ひとりが自 己 を高 めるために，各 自 に適 した方 法 で継 続  

的 な学 習 活 動 ができ，その成 果 を地 域 社 会 に貢 献 できるような生

涯 学 習 環 境 の整 備 に努 めます 

1 生 涯 学 習 推 進 体 制 の 整 備  

2 社 会 教 育 関 係 団 体 ・ 指 導 者 の 育 成 ，  

支 援  

3 大 学 等 高 等 教 育 機 関 と の 連 携  

4 学 習 成 果 の 活 用 ， 地 域 づ く り の 推 進  

5 市 内 関 係 機 関 と の 連 携  

1 家 庭 教 育 ・ 子 育 て 支 援 の 充 実  

2 学 校 教 育 の 充 実  

3 社 会 教 育 の 充 実  

4 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 社 会 の 教 育 機 能 の  

連 携 ・ 融 合  

5 幼 児 教 育 の 充 実  

１ ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 の  

充 実  

2 芸 術 ・ 文 化 活 動 の 充 実  

3 健 康 ・ 福 祉 教 育 の 充 実  

4 現 代 的 課 題 等 へ の 対 応  

基 本 的 な考 え方  

 ① ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 効 果 的 な 施 策 の 展 開

 ② 生 涯 学 習 に お け る 教 育 機 能 の 充 実  

 ③ 地 域 社 会 の 活 性 化  

重 視 すべき観 点  

 ① 団 塊 世 代 等 社 会 参 加 の 促 進  

 ② 家 庭 教 育 へ の 支 援  

 ③ 地 域 の 教 育 力 の 向 上  

 ④ 大 学 等 高 等 教 育 機 関 と の 連 携  

 ⑤ 市 民 と の 協 働  

Ⅰ 支援体制の整備・連携 

強化 

Ⅲ 教育機能の充実 

Ⅳ 学習活動の充実  

【
生

涯

学

習

推

進

基

本

方

針

】 

【
生

涯

学

習

推

進

基

本

計

画

】 

<施 策 の方 針 > <施 策 の方 向 > 

施策体系の構築

にあたって 

1 ス ポ － ツ 施 設 ・ 公 園 ・ 文 化 施 設 等 の  

整 備 ・ 機 能 充 実  

2 学 校 施 設 の 活 用  

Ⅱ 学習施設等の整備・ 

充実 
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第 ２次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 （ 平 成 ２ １ 年 度 改 訂 ）体 系 図   ② 

 

（ 施 策 の 方 針 ・ 方 向 ）         （ 主 要 施 策 ）  

 

Ⅰ支援体制の整備・連携強化 

1 生涯学習推進体制の整備          (1) 生涯学習推進本部の充実 

                      (2) 生涯学習情報提供システムの充実 

                      (3) 学習相談体制の確立 

(4) 生涯学習まちづくり出前講座の充実 

2 社会教育関係団体・指導者の育成，支援    (1) 市民公益活動補助制度の充実 

(2) 地域リ－ダ－の育成 

(3) 市民活動センタ－の充実 

(4) ボランティア・ＮＰＯ支援指針の充実 

3  大学等高等教育機関との連携                    (1)  大学コンソ－シアム柏の支援 

                                                            (2) 高校開放講座の支援 

4  学習成果の活用，地域づくりの推進      (1) 生涯学習ボランティア制度の充実 

5  市内関係機関との連携              (1) 民間生涯学習関係団体連絡会の開催  

 

Ⅱ学習施設等の整備・充実 

 1 スポ－ツ施設・公園・文化施設等の整備・機能充実  (1) 図書館機能及び資料の充実 

(2) 新中央図書館の整備 

(3) 公民館の改修 

(4) 学校施設の耐震改修 

(5) 市民文化会館の改修    

(6) 郷土資料展示室の充実     

(7) スポ－ツ施設の整備・機能充実 

(8) 緑地，水環境の保全 

(9) 教育センタ－設立の検討 

2  学校施設の活用                    (1) 学校施設の開放 

 

Ⅲ 教育機能の充実 

1 家庭教育・子育て支援の充実           (1) 総合的な子育て支援の推進 

(2) 地域ぐるみの子育て支援の充実 
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2 学校教育の充実              (1) 生きる力を育む教育の充実 

(2) 情報活用能力等の育成   

(3) キャリア教育の充実 

(4) 開かれた学校づくりの推進 

(5) 特色ある学校づくりの推進 

 3 社会教育の充実                    (1) 青少年団体の育成 

(2) 地域子どもふれあい体験 

                                                                                                (3) 青少年指導者の養成・確保 

 4 学校・家庭・地域社会の教育機能の連携・融合      (1) 地域住民による学校支援の取り組み 

(2) 放課後子ども教室の充実 

(3) ＰＴＡ活動の支援   

 5 幼児教育の充実                      (1) 幼児教育の充実 

(2) 幼保小連携の推進 

Ⅳ 学習活動の充実 

1 スポーツ・レクリエーション活動の充実  (1) スポーツ等への参加機会の充実 

(2) ホ－ムタウン事業の推進 

                             (3) スポーツ情報の充実 

      (4) 総合型地域スポーツクラブの育成 

2 芸術・文化活動の充実          (1) 芸術・文化鑑賞事業の拡充 

                                                                             (2) 文化情報ネットワ－クの整備 

(3) 文化活動の支援 

(4) 文化財の保護と活用 

(5) 市史編さん事業の推進  

 3 健康・福祉教育の充実            (1) 健康増進 

(2) 高齢化社会への対応 

(3) ノ－マライゼ－ションかしわ 

4 現代的課題等への対応            (1) 環境保全のための学習の推進 

(2) 職業能力開発等を進める学習の推進 

(3) 消費者教育の推進 

(4) 国際性豊かな市民の育成 

(5) 各種学習事業の推進 
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２ 施 策 体 系 別 事 業  
施策体系ごとに，４か年の事業を掲げる。 
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Ⅰ支 援 体 制 の整 備 ・連 携 強 化  

 
施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

(1)生涯学習推

進本部の充

実 

 

生涯学習推進

本部，生涯学

習 推 進 協 議

会， 

行政各部局間の連携

を図りつつ，総合的

な協議と意思決定を

行う推進本部と行政

外部の立場から，生

涯学習施策について

協議する。 

 

充実 生涯学習課 

生涯学習情報

提供システム 

行政及び民間企業・

事業所等で実施する

生涯学習情報を市民

に提供する。 

 

 

 

充実 生涯学習課 (2)生涯学習情

報提供シス

テムの充実 

 

インフォメ－

ションセンタ

－事業 

 

行政情報・民間情報

の提供及び案内業

務，まちの活性化事

業などを拡充する。

 

充実 商工振興課 

(3)学習相談体

制の確立 

生涯学習相談

事業 

 

 

 

生涯学習専門相談員

による学習相談窓口

の設置と相談員の配

置を検討する。 

検討 

 

 

 

 

生涯学習課 

 

 

 

１生涯学習推進体

制の整備 

(4)生涯学習ま

ちづくり出

前講座の充

実 

 

生涯学習まち

づくり出前講

座 

 

 

市の事業や施策等に

ついての情報（学習

メニュ－）を充実さ

せるため，各課の理

解と連携を図る。 

充実 生涯学習課 
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施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

(1)市民公益活

動補助制度

の充実 

 

 

市民活動補助

制度 

 

既存の補助制度の検

証を行い，より効果

的な制度へと見直し

を行う。また，交付

団体の活動内容を積

極的に広報すること

により，ＮＰＯに対

する市民理解を高め

る。 

充実 市民活動推進

課 

(2)地域リ－ダ

－の育成  

 

コミュニティ

委員会 

生涯学習事業推進会

議の充実及びコミュ

ニティ委員会事業の

支援を図り，生涯学

習事業に参画するコ

ミュニティ委員の人

材育成等を進める。

また，生涯学習講座

への地域人材の活用

や団塊世代等を対象

にした講座などを拡

充し，新たな地域人

材の育成を推進す

る。 

充実 市民活動推進

課 

(3)市民活動セ

ンタ－の充

実 

市民活動セン

ター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動センターや

ボランティアセンタ

ーの既存事業を充実

させるとともに，情

報の蓄積等により，

相談・ネットワ－ク

構築機能を充実させ

る。また，市民活動

センター，ボランテ

ィアセンター間の連

携を図り，さまざま

な支援策の効果を高

める。 

充実 市民活動推進

課 

２社会教育関係団

体・指導者の育

成，支援 

 

(4)ボランティ

ア・ＮＰＯ

支援指針の

充実 

協働推進・市

民活動支援 

「市民との協働に関

する指針」を市民・

職員一人ひとりが理

解し，実行するため

の体制づくり，仕組

みづくりに取り組

む。また，既存の支

援策の検証並びに見

直しを常に行い，よ

りよい支援の実施に

取り組む。 

充実 市民活動推進

課 

企画調整課 
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施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

(1)大学コンソ

－シアム 柏

の支援 

 ※ 

大学コンソー

シアム柏運営

事業 

大学の知的資源を生

かしたまちづくりを

一層進める。 

充実 企画調整課 ３ 大学等高等教

育機関との連携 

(2)高校開放講 

 座の支援 

高校開放講座

事業 

高校の人的・物的資

源を活用し，多様な

学習機会の提供を支

援する。 

 

充実 生涯学習課 

 

４学習成果の活

用，地域づくり

の推進 

(1)生涯学習ボ

ランティア

制度の充実 

生涯学習ボラ

ンティア 

生涯学習ボランティ

アの登録と登録者の

利用促進を図る。 

充実 

 

 

生涯学習課 

 

 

５市内関係機関と

の連携 

(1)民間生涯学

習関係団体

連絡会の開

催  

 

民間事業所連

携事業 

企業・事業所等と連

携し，民間の人的・

物的学習資源を活用

し，幅広い学習機会

を提供する。 

継続 生涯学習課 

 

※大学コンソ－シアム柏 まちづくりの幅広い分野において，民産学官の連携交流を深めることにより，

大学と地域及び大学間の協働を促進し，もって大学と地域社会相互の持続的な発展と地域資源の好循環を

生む体制をつくっていこうとするものです。 
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Ⅱ学 習 施 設 等 の整 備 ・充 実  
 

施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

(1)図書館機能

及び資料の

充実  

図書館機能強

化事業 

課題解決型支援とし

て資料や情報の提供

に努めるとともに，

市内大学図書館との

連携・ホームページ

から蔵書を予約でき

るシステムの充実な

どにより機能強化を

図る。 

実施 図書館 

(2)新中央図書

館の整備  

 

新中央図書館

整備事業 

今後の情報化時代に

対応し，市民の多様

な学習活動を支援す

る機能を備えた新中

央図書館を整備す

る。 

実施 教育総務課 

図書館 

耐震診断結果に基づ

き，検討する。  

検討  

 

 

施 設 維 持 管

理 ・ 設 備 修

繕・補修工事 

 空調機（冷温水発生

機・冷却塔・ポン

プ）の改修をする。

実施 

中央公民館 (3)公民館の改

修  

 

沼南公民館の

改修 

 

 

老朽化した施設を計

画的に改修し，安全

で快適な社会教育施

設を目指す。 

実施 沼南公民館 

(4)学校施設の

耐震改修 

 

耐震補強事業 校舎及び屋内運動場

の耐震補強工事を実

施する。 

充実 学校施設課 

(5)市民文化会

館の改修  

 

市民文化会館

の改修  

 

耐震診断結果に基づ

き，検討する。  

検討 市民文化会館

(6)郷土資料展

示室の充実  

 

郷土資料，寄

贈資料等の展

示・公開 

郷土資料及び寄贈資

料の展示・公開を通

し，市民の歴史及び

芸術に関する意識の

高揚を図るととも

に，市民ボランティ

アの検討を図る。 

充実 文化課 

１スポ－ツ施設・

公園・文化施設

等の整備・機能

充実 

(7)スポ－ツ 施

設の整備・

機能充実 

 

スポーツ施設

の整備 

利用者が安全で安心

して使用できる施設

整備をする。 

施設改修 スポ－ツ課 
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施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

リフレッシュ

拠点整備事業 

緑住都市基本計画に

おける重点地域及び

緑の基本計画におけ

る広域の緑の拠点と

して整備を進める。

実施 公園緑政課 (8)緑地，水環

境の保全 

 

 

 

 

 

 

大堀川リバー

サイドパーク

事業 

市民に安らぎやレク

リエーションの場を

提供するため，桜並

木の創出や公園緑地

の整備を進める。 

 

実施 公園緑政課 

 

(9) 教育センタ

－設立の検

討 

 

 

教育センタ－

設立の検討 

 

教育研修情報の発信

基地となる教育セン

タ－設立の検討に取

り組む。 

検討中 教育研究所 

２学校施設の活用 (1) 学校施設の

開放 

  

 

放課後子ども

教室推進事業 

地域における身近な

生涯学習の場として

放課後子ども教室を

実施する。 

拡大 生涯学習課 
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Ⅲ教 育 機 能 の充 実  

 
施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

わかりやすい

子育て情報の

提供 

市の子育て情報を集

約した「かしわこそ

だてハンドブック」，

子育てサイト「はぐ

はぐ柏」により，子

育て世帯に充実した

情報提供を行う。 

 

充実 児童育成課 (1)総合的な子

育て支援の

推進  

 

教育相談 幼児や小中学生の教

育・就学等に関する

電話相談や面接相談

を行い，悩みの解決

に資する。 

 

充実 教育研究所 

ブックスター

ト事業 

ボランティアとの協

働のもと，ブックス

タート活動及びフォ

ローアップの充実を

図る。 

充実 児童育成課 

地域健康福祉

課 

図書館 

家庭教育推進

ＰＴＡ支援事

業 

 

ＰＴＡ活動の中に家

庭教育の振興を取り

入れ，家庭の教育力

を高める。 

講師情報の提供等，

事業の充実を図る。

充実 生涯学習課 

１家庭教育・子育

て支援の充実 

(2)地域ぐるみ

の子育て支

援の充実  

 

こども図書館 就学前の子ども達の

ための読書環境の向

上を図るとともに，

親子の絆を育むため

の子育て支援も兼ね

た子どもに優しい図

書館運営に努める。

 

充実 図書館 

２学校教育の充実 (1)生きる力を

育む教育の

充実  

 

指導の指針 

教育課程管理

学力向上プラ

ン事業 

学校図書館事

業 

児童生徒の生きる力

を育むための教育の

充実を図る。 

教務主任・研

究主任等の研

修会を通じ工

夫改善に努め

る。 

指導課 
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施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

パ－ソナルサ

ポ－ト事業 

児童生徒の学習意欲

を高めるためICT活

用を進める。 

指導主事の事

業支援を積極

的に進める。 

指導課 (2)情報活用能

力等の育成 

コンピュ－タ

－研修講座 

ＩＣＴの活用により

学習指導の工夫や改

善，情報教育の推進

を図る。 

充実 教育研究所 

(3) キャリア教

育の充実 

キャリア教育

推進事業 

勤労観・職業観及び

職業に関する知識や

技能を身につけさせ

る。 

キャリア教育

実践講座を実

施し，各校の

取り組みを推

進する。 

指導課 

(4) 開かれた学

校づくりの

推進 

学校評議員連

絡協議会 

学校教育活動につい

て保護者や地域住民

の意見を聞き，学校

の教育力を高める 

学校評議員の

有効かつ円滑

な運用を進め

る。 

指導課 

 

(5)特色ある学

校づくりの

推進 

学校支援ボラ

ンティア事業 

個性を尊重する教育

を推進し，地域の人

材，ボランティアの

積極的活用等によ

り，地域・学校の協

力関係を築く。 

ボランティア

の積極的活用

を図るため，

保険に加入

し，各校の活

動を支援する 

指導課 

子ども会育成

連絡協議会 

地域における子ども

会活動の支援を行

う。 

継続 生涯学習課 (1)青少年団体

の育成  

 

青少年健全育

成事業 

青少年健全育成推進

協議会や青少年相談

員連絡協議会支援

や，団体との連携に

よる青少年健全育成

活動の推進を図る。

 

充実 生涯学習課 

３社会教育の充実 

(2)地域子ども

ふれあい体

験 

児童センター

活動 

子ども自身や，親へ

の支援，子育て環境

の向上を目指して，

日常的な遊びを通し

た活動とともに，市

民団体との連携を通

じ，児童センター活

動を充実する。 

充実 児童育成課 
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施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

 (3)青少年指導

者の養成・

確保  

青少年健全育

成推進事業 

青少年育成団体と連

携しながら，講習会

を通じて，青少年指

導者（インリ－ダ

－，ジュニアリ－ダ

－等）の発掘と養成

を図る。 

充実 生涯学習課 

(1)地域住民に

よる学校支

援の取り組

み  

学校支援地域

本部事業 

（県教委委託

事業） 

学校支援地域本部事

業実行委員会を立ち

上げ，コーディネー

ターを中心に取り組

みを推進する。 

 

市内５箇所の

地域本部の活

動を支援す

る。 

指導課 

(2) 放課後子ど

教室の充実 

 

 

 

 

放課後子ども

教室 

 （再掲） 

 

 

 

地域住民の参画を得

て，子ども達と共に

学習やスポ－ツ・文

化芸術活動，地域住

民との交流・活動等

の取り組みを推進す

る。 

拡大 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課 

 

 

 

 

 

 

４学校・家庭・地

域社会の教育機

能の連携・融合 

(3)ＰＴＡ 活動 

の支援 

 

 

 

 

ＰＴＡ連絡協

議会支援事業 

 

 

 

 

学校教育と家庭教育

のあり方等につい

て，相互理解を深め

るため支援をする。

 

継続 

 

 

 

 

 

生涯学習課 

 

 

 

 

 

(1)幼児教育の

充実 

 

共同研究 

幼児教育研究

交流会 

幼児教育研究

協力員研修会 

幼児教育の調査・研

究・研修を推進し，

幼稚園や保育園にお

ける幼児教育の充実

を図る。 

充実 教育研究所 ５幼児教育の充実 

(2)幼保小連携

の推進 

 

幼保小連絡協

議会 

 

幼保小連携研

究委員会 

就学前と小学校への

滑らかな接続を図

り，教育の充実を図

る。また就学に向け

て保護者との連携に

努める。 

充実 教育研究所 
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Ⅳ学 習 活 動 の充 実  
 

施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

(1) スポ－ツ等

への参加機

会の充実 

スポーツ教室

の拡充 

指定管理者や民間ス

ポーツ事業者，スポ

ーツ団体を活用した

アウトソーシングに

より効率的・効果的

にスポーツ教室を実

施する。 

充実 スポ－ツ課 

(2)ホ－ムタウ

ン事業の推

進  

ホームタウン

推進事業 

市内に拠点を置くト

ップレベルのスポー

ツチームや選手と連

携し，青少年の健全

育成を図る。また，

スポーツのまちとし

てのＰＲを全国に発

信する。 

充実 ホ－ムタウン

推進室 

(3) スポ－ツ情

報の充実 

スポーツ情報

の一元化 

分散しているスポー

ツ情報を一元的に発

信する仕組みを検討

する。 

 

検討 スポ－ツ課 

１スポ－ツ・レク

リエ－ション活

動の充実 

(4) 総合型地域

スポ－ツク

ラブの育成 

総合型地域ス

ポーツクラブ

の育成・支援 

市民への啓発を充実

させる。また，検討

会を立上げ新規クラ

ブの創設を目指す。

拡大 スポ－ツ課 

(1) 芸術・文化

鑑賞事業の

拡充 

芸術文化自主

事業基金の活

用等 

芸術文化自主事業基

金を活用した鑑賞事

業及び企画展の充実

を図る。 

充実 文化課 

(2) 文化情報ネ

ットワ－ク

の整備 

文化情報の収

集及び発信 

自主事業や文化財・

市史の情報をＨＰで

発信するとともに，

情報の収集に努め

る。 

充実 文化課 

(3) 文化活動の

支援 

文化振興基金

助成金等 

市民の文化活動を支

援するため助成金等

を交付する。 

 

充実 文化課 

２芸術・文化活動

の充実 

(4) 文化財の保

護と活用 

文化財の保護

と活用 

指定文化財の維持管

理や埋蔵文化財等文

化財資料の整理，活

用を図る。 

充実 文化課 
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施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

 旧吉田邸保全

活用整備事業 

歴史と文化の拠点と

して公開するととも

に，歴史や文化，教

育等の振興に活用で

きる施設として整

備・保全する。 

継続 公園緑政課  

(5) 市史編さん

事業の推進 

柏市史刊行事

業 

本市の歴史の解明を

通じて，市民意識の

高揚を図る。古文書

や写真資料の整理を

進め，市民への利用

閲覧を行う。 

充実 文化課 

(1)健康増進 地域健康講座 市内各地区におい

て，健康全般にかか

わる教室，講座など

を開催する。 

充実 地域健康 

福祉課 

認知症への理

解の促進 

認知症について正し

い知識と理解を得

る。 

充実 

 

 

高齢者支援課

 

 

介護予防講座 

 

介護状態にならない

ための生活改善を援

助する。 

充実 

 

 

高齢者支援課

 

 

(2)高齢化社会

への対応 

 

少子高齢化社

会の現状認識 

少子高齢化社会 

の現状と社会変容の

あり方を認識する。

充実 

 

 

保健福祉 

総務課 

 

障害，難病などにつ

いて，理解を普及さ

せる講座などの開催

をする。 

充実 

 

障害福祉課 

 

 

 

３健康・福祉教

育の充実 

(3)ノ－マライ

ゼ－ションか

しわ 

障害，障害者

への理解の促

進 

イベントなどを通じ

た市民と障害者の交

流を促進する。 

充実 

 

障害福祉課 

ごみ減量啓発

事業 

清掃施設見学会，出

前事業，体験型学習

の実施。「リサイク

ル教室」等市民主体

の啓発事業を実施す

る。 

継続 廃棄物政策課４現代的課題等

への対応 

(1) 環境保全の

ための学習

の推進 

手賀沼船上見

学，手賀沼船

上探鳥会，自

然観察会 

体験型環境学習イベ

ントとしてできるだ

け多くの市民の参加

を図る。また環境保

全団体に対して資材

等の提供や行事の企

画運営の支援を行

う。 

継続 環境保全課 
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施策の方向 主要施策 事業名 事業目標 取り組み内容 所管 

産業人材育成

事業 

 

 

 

地域での継続運営がで

きる仕組みづくりの構

築及び中・高・大学

生・社会人を対象とし

た講座の拡大を図る。

充実 

 

 

 

 

商工振興課 

 

 

 

 

(2) 職業能力開

発等を進める

学習の推進 

 

 

 勤労会館事

業，就労支援

等事業 

就労希望者や勤労者の

スキルアップ等のため

の各種講座を実施す

る。 

継続 商工振興課 

消費者講座 地域住民の消費生活に

対する意識の高揚と合

理的なライフワークの

あり方や生活技術の習

得を目的に，講座を地

域で実施する。 

充実 消費生活セン

ター 

(3) 消費者教育

の推進 

 

 

子ども消費者

教室 

将来社会の担い手とな

る子ども達が消費者意

識を高め，自ら消費者

トラブルを未然に防い

だり，早期に適切に対

応する能力の習得を目

的に，学校での授業を

実施する。 

充実 消費生活セン

ター 

 

(4)国際性豊か

な市民の育成 

地域の国際化

推進事業 

外国人の暮らしやすい

環境の醸成に努める。

充実 国際交流室 

生涯学習コミ

ュニティ講座

地域ニーズに合った講

座の計画や学習テー

マに地域課題を設定

することにより，受

講者が地域に関心を

持ち，学習成果が

「コミュニティづく

り」につながるよう

な講座運営を近隣セ

ンターで進める。 

充実 市民活動推進

課 

 

(5)各種学習事

業の推進 

 

 

 

 

各種学習事業

の開催 

幼児期・少年期・青年

期・成年期・高齢期、

特に団塊世代などのラ

イフステージごとの課

題に重点を置き，学校

や市民グル－プ等の協

働で事業を実施する。

充実 公民館 
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第３部 

生涯学習の推進のために 

１ 学 習 に 必 要 な 情 報 提 供 ・ 学 習 内 容 や 学 習

方 法 の 相 談  

２ 市 民 と 行 政 が と も に 行 動 す る ま ち づ く り  
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 生 涯 学 習 施 策 を 総 合 的 に 推 進 す る た め ， 市 長 を 本 部 長 と す る 庁

内 組 織 の 「 生 涯 学 習 推 進 本 部 」 を 平 成 ２ 年 に 設 置 し ， 市 民 の 学 習 活

動 を 支 援 し て き ま し た 。  

今 後 ， 市 民 の 多 様 化 ， 高 度 化 す る 学 習 ニ － ズ に 対 応 す る た め ， 行

政 ， 高 等 教 育 機 関 ， 民 間 事 業 所 等 と の ネ ッ ト ワ － ク 化 を 充 実 し て ま

い り ま す 。  

生 涯 学 習 情 報 提 供 シ ス テ ム 「 ら ん ら ん か し わ 」 に よ る 学 習 機 会 や

学 習 情 報 の 提 供 ， 相 談 体 制 を 充 実 さ せ る と と も に ， 学 習 グ ル － プ や

Ｎ Ｐ Ｏ ・ 民 間 事 業 者 等 相 互 に 連 携 ・ 協 力 し て 市 民 の 学 習 活 動 を 支 援

し ま す 。  

 

 

１ 学 習 に必 要 な情 報 提 供 ・学 習 内 容 や学 習 方 法 の相 談  

平 成 １ ８ 年 度 「 柏 市 民 意 識 調 査 」 に よ る と ， 生 涯 学 習 を し た こ

と が な い と 答 え た 人 の そ の 理 由 は ，「 仕 事 や 家 事 が 忙 し く て 時 間

が な い 」 が （ ５ ２ .０ ％ ） で 最 も 多 く ， 以 下 ，「 き っ か け が つ か め

な い 」（ ３ １ .７ ％ ），「 必 要 な 情 報 が な か な か 入 手 で き な い 」（ ２

５ . ５ ％ ） な ど の 順 と な っ て い ま す （ 複 数 回 答 ）。 性 別 に み て も ，

上 位 項 目 は 共 通 し て お り ， 男 女 間 で 大 き な 差 は み ら れ ま せ ん で し

た 。  

ま た ， 今 後 「 生 涯 学 習 」 を し て み た い （ 続 け た い ） と 思 う か 聞

い た と こ ろ ，「 し て み た い （ 続 け た い ）」（ ７ ４ .７ ％ ） と い う 意 識

を も っ て い る 人 が ７ 割 以 上 を 占 め て い ま す 。 こ れ ら の こ と か ら ，

潜 在 的 な 学 習 意 欲 を 学 習 機 会 に 結 び つ け る 方 策 の 一 つ と し て ， 学

習 情 報 提 供 や 学 習 相 談 体 制 の 整 備 が 必 要 と 考 え ら れ ま す 。  

 

（１） 生 涯 学 習 情 報 ネットワ－クシステム 

 

 （ア）生 涯 学 習 情 報 提 供 システム「らんらんかしわ」 

   イ ン タ － ネ ッ ト に よ る 情 報 ネ ッ ト ワ － ク の 構 築 に 努 め ， 市 民

の 学 習 活 動 の 活 発 化 及 び 学 習 資 源 の 有 効 活 用 を 図 る こ と を 目

的 と し て 運 用 し て い ま す 。  

   市 内 を 中 心 と す る 生 涯 学 習 に 関 す る 「 講 座 ・ イ ベ ン ト 情 報 」，
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「 団 体 ・ サ － ク ル 情 報 」，「 講 師 ・ 指 導 者 情 報 」 及 び 「 施 設 情

報 」 な ど の 生 涯 学 習 情 報 を 提 供 し て い ま す 。  

  主 催 団 体 ・ 対 象 ・ 分 野 ・ 地 域 別 か ら も 検 索 す る こ と が で き ，

見 や す さ や 分 か り や す さ に 配 慮 す る よ う 努 め ま す 。 ま た ， 掲 載

情 報 に 変 更 が 生 じ た 場 合 に は 情 報 提 供 者 が 情 報 の 変 更 を 行 い ，

常 に 最 新 の 情 報 が 提 供 で き る よ う 努 め ， 充 実 を 図 り ま す 。  

 

（イ）情 報 誌 等 による提 供  

  市 民 一 人 ひ と り に あ っ た 様 々 な 情 報 提 供 の 方 法 が 必 要 で あ り ，

イ ン タ － ネ ッ ト に よ る 情 報 を 得 る こ と が 困 難 な 市 民 の 情 報 源 と

し て 「 生 涯 学 習 ガ イ ド 」，「 広 報 か し わ 」 等 で の 提 供 の 充 実 に 努

め ま す 。  

 

（ウ）インフォメ－ションセンタ－ 

  人 と 人 ， 人 を 情 報 で つ な ぐ た め ， イ ン フ ォ メ － シ ョ ン セ ン タ

－ に お い て 民 間 ・ 地 域 ・ 行 政 の 情 報 を 総 合 的 に 提 供 し ， 地 域 の

活 性 化 と 新 た な ま ち の 魅 力 創 出 に 取 り 組 ん で い ま す 。 設 置 ・ 運

営 は 「 柏 市 イ ン フ ォ メ － シ ョ ン 協 会 」 が 行 う な ど 市 民 の 自 主 性

を 尊 重 す る と と も に ， 官 民 一 体 の イ ン フ ォ メ － シ ョ ン セ ン タ －

と し て 提 供 し て い き ま す 。  

 

（２）生 涯 学 習 相 談 体 制 の整 備  

   市 民 の 潜 在 的 な 学 習 ニ － ズ を 顕 在 化 さ せ る た め に は ， 情 報 の

提 供 だ け で は 不 十 分 で あ り ， 学 習 内 容 や 学 習 方 法 な ど 学 習 相

談 者 の 求 め に 応 じ て 支 援 ・ 助 言 が で き る よ う に す る た め ， 人

材 を 確 保 し ， 学 習 相 談 窓 口 の 配 置 を 検 討 し ま す 。  

 

２ 市 民 と行 政 がともに行 動 するまちづくり 

  地 域 の よ り よ い ま ち づ く り を 進 め て い く と い う 視 点 か ら ， 市

民 ， 各 種 団 体 ， 企 業 な ど 地 域 に か か わ る 様 々 な 主 体 と 行 政 と の

協 働 ・ 連 携 が 一 層 求 め ら れ る 社 会 と な っ て き ま し た 。 生 涯 学 習

の 視 点 か ら 各 個 人 の 学 習 成 果 を 地 域 社 会 に 生 か し ， 生 涯 学 習 に

よ る ま ち づ く り を 推 進 す る た め ， 支 援 機 能 の 充 実 を 図 っ て ま い
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り ま す 。  

（１）生 涯 学 習 ボランティア 

  市 民 が い つ で も ， ど こ で も ， だ れ で も 自 由 に 学 び ， ま た ， 教 え

あ う 環 境 づ く り の た め ， 学 習 ボ ラ ン テ ィ ア の 登 録 ， 人 材 活 用 の 促

進 を 図 り ま す 。 ま た ， 団 塊 世 代 が 定 年 退 職 を 迎 え る こ と に よ り ，

そ の 力 を 生 か す 視 点 か ら も ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 支 援 機 能 を 充 実 し

て ま い り ま す 。    

 

(２)  ＮＰＯ・民 間 事 業 者 等 との連 携  

  Ｎ Ｐ Ｏ ・ 民 間 事 業 者 は ， そ れ ぞ れ が 持 つ 豊 富 な ノ ウ ハ ウ や ス

キ ル を 生 か し た き め 細 や か な 学 習 機 会 の 提 供 等 が 可 能 で す 。 民

間 事 業 者 等 と 相 互 に 連 携 ・ 協 力 し あ い ， 学 習 支 援 に 努 め て ま い

り ま す 。 ま た ， 大 学 等 高 等 教 育 機 関 で は ， 市 民 の 高 度 で 専 門 的

な 学 習 ニ － ズ の 高 ま り に 応 え る た め ， 大 学 コ ン ソ － シ ア ム に お

け る 公 開 講 座 や 一 般 市 民 向 け の 大 学 公 開 講 座 等 の 開 催 等 を 促 進

し ま す 。 さ ら に ， 学 習 ・ 研 究 活 動 が 地 域 の リ － ダ － 養 成 や 地 域

社 会 の 活 性 化 に 寄 与 す る よ う ， 大 学 等 と の 連 携 を 進 め て ま い り

ま す 。  
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（ 柏 の 統 計 よ り ）  

 柏市の概要  

１ 世 帯 数 の推 移 （２０年 １０月 １日 現 在 ） 

年  
世 帯 総 数 （ 世

帯 ）  

１ 世 帯 当 た り 人

員 （ 人 ）  

平 成 1 3 年  1 2 3 , 2 5 4  2 . 7  

平 成 1 4 年  1 2 5 , 9 1 1  2 . 6  

平 成 1 5 年  1 2 7 , 9 7 6  2 . 6  

平 成 1 6 年  1 2 9 , 5 7 7  2 . 6  

平 成 1 7 年  1 4 4 , 0 1 3  2 . 6  

平 成 1 8 年  1 4 6 , 8 5 9  2 . 6  

平 成 1 9 年  1 5 0 , 7 8 2  2 . 6  
               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 年 齢 別 人 口  
年 齢 ( 歳 )  総 数 ( 人 )  

0 ～ 4  1 7 , 4 5 8  

5 ～ 9  1 7 , 8 8 3  

1 0 ～ 1 4  1 7 , 7 5 3  

1 5 ～ 1 9  1 7 , 7 5 2  

2 0 ～ 2 4  2 2 , 6 6 2  

2 5 ～ 2 9  2 6 , 6 0 4  

3 0 ～ 3 4  3 1 , 5 1 9  

3 5 ～ 3 9  3 2 , 7 2 6  

4 0 ～ 4 4  2 6 , 6 0 3  

4 5 ～ 4 9  2 2 , 5 5 5  

5 0 ～ 5 4  2 2 , 6 4 2  

5 5 ～ 5 9  3 0 , 3 5 9  

6 0 ～ 6 4  2 9 , 6 4 4  

6 5 ～ 6 9  2 5 , 4 1 6  

7 0 ～ 7 4  1 9 , 1 3 9  

7 5 ～ 7 9  1 2 , 7 5 4  

8 0 ～ 8 4  7 , 8 5 1  

8 5 ～ 8 9  3 , 9 7 0  

9 0 ～ 9 4  1 , 7 2 5  

9 5 ～ 9 9  4 3 3  

1 0 0 歳 以 上  6 9  

■年齢別人口（住民基本台帳人口:平成20年10月1日現在）
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■世帯数の推移（各年10月1日現在）
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（ 柏 の 統 計 よ り ）  
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３ 合 計 特 殊 出 生 率  

年  度  全 国 平

均  

千 葉 県 柏 市  沼 南 町  

平 成   ５ 年 1.46   1 .36  1 .28  1 .30  

平 成 １ ０ 年 1.38   1 .26  1 .24  1 .14  

平 成 １ １ 年 1.34 1 .22  1 .17  1 .31  

平 成 １ ２ 年 1.36 1 .30  1 .21  1 .18  

平 成 １ ３ 年 1.33 1 .24  1 .18  1 .15  

平 成 １ ４ 年 1.32 1 .24  1 .15  1 .09  

平 成 １ ５ 年 1.29   1 .20  1 .12  1 .10  

平 成 １ ６ 年 1.29   1 .22  1 .12  1 .16  

平 成 １ ７ 年 1.26   1 .22  1 .10    

平 成 １ ８ 年 1.32   1 .23   1 .17    

平 成 １ ９ 年 1.34   1 .25   1 .21    

（ 千 葉 県 人 口 動 態 統 計 の 概 況 よ り ）  

 

 

 

 

 

 

 

４ 高 齢 化 の推 移 （実 績 及 び推 計 ）   (各 年 １ ０ 月 １ 日 現 在 )  

高 齢 化 率 （ ％ ）  
区 分  総 人 口 （ 人 ）  ６ ５ 歳 以 （ 人 ）  

柏 市  全 国 平 均  

平 成 １ ６ 年  ３ ３ ３ ， ５ １ ６  ５ ０ ， ０ ８ ７  １ ５ ． ０  １ ９ ． ５  

平 成 １ ７ 年  ３ ８ １ ， ５ ９ １   ５ ９ ， ８ ８ ３  １ ５ ． ７  ２ ０ ． ０  

平 成 １ ８ 年  ３ ８ ０ ， ４ ５ ６  ６ ３ ， ７ ２ ３  １ ６ ． ８  ２ ０ ． ８  

平 成 １ ９ 年  ３ ８ ４ ， １ ２ ３   ６ ７ ， ６ ２ ４  １ ７ ． ６  ２ １ ． ５  

平 成 ２ ０ 年  ３ ８ ７ ， ５ １ ７  ７ １ ， ３ ７ ２  １ ８ ． ４   

平 成 ２ ２ 年  
389 ,000 ～

399 ,000 

 ２ ０ 程 度  ２ ３ ． １  

平 成 ２ ７ 年  
392 ,000 ～

415 ,000 

 ２ ６ 程 度  ２ ６ ． ９  

    ( 柏 市 住 民 基 本 台 帳 人 口 よ り 。 平 成 2 2 年 ･ 2 7 年 は ， 第 四 次 総 合 計 画 よ り )  
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５ 公 ・私 立 幼 稚 園 の状 況 （平 成 20 年 4 月 11 日 更 新 ） 

年  幼 稚 園 数  学 級 数  在 園 者 数  

平 成  元 年  28 241 7， 774 

平 成  5 年  28 241 7， 084 

平 成 10 年  28 235 6， 636 

平 成 15 年  28 243 7， 053 

平 成 20 年  34 294 8， 324 

                （ 柏 の 統 計 よ り ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年 

■公・私幼稚園の状況（平成20年4月11日更新）
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 柏市民意識調査結果概要（平成１８年度）  

１ 居住地域について                   

（１）住みよさ 

 

時 系 列 に み て も 、 大 き な 変 化 は み ら れ ず 、 ど の 年 度 も 「 住 み よ い 」 が

６ 割 前 後 で 推 移 し て い る 。 年 齢 別 に み る と 、「 住 み よ い 」 は 60～ 69 歳

（ 67.9％ ） で 最 も 多 く 、 ７ 割 近 く を 占 め て い る 。「 住 み に く い 」 は 20

歳 ～ 49 歳 で 比 較 的 多 く な っ て い る 。  

あ な た は 現 在 お 住 ま い の 地 域 に つ い て ど の よ う に お 考 え で す か 。
(ア )～ (ウ )の 項 目 そ れ ぞ れ に つ い て １ つ ず つ 選 ん で く だ さ い 。  

 

 住 み よ さ （ 時 系 列 ）  

平 成 18 年 度

平 成 15 年 度

平 成 12 年 度

平 成 ９ 年 度

平 成 ６ 年 度

平 成 ３ 年 度

昭 和 63 年 度

昭 和 60 年 度

昭 和 57 年 度

（％）

62

61

63

61

61

60

56

57

57

11

8

7

9

9

9

7

8

7

27

31

28

29

30

31

35

34

35

1

0

1

1

1

0

1

1

1

住みよい 住みにくい どちらとも
いえない

無回答
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 （ ２ ） 永 住 の 意 思  

 

永 住 の 意 思 に つ い て 聞 い た と こ ろ 、「 永 住 し た い 」 が 51 ％ と 半 数 を

占 め て お り 、「 永 住 し た く な い 」 は 11％ に と ど ま っ て い る 。「 ど ち ら と

も い え な い 」 は 38％ と な っ て い る 。  

 時 系 列 に み る と 、 こ れ ま で の 調 査 で は 「 永 住 し た い 」 は ４ 割 台 で あ っ

た が 、 今 回 は 51％ と 半 数 を 占 め 、 増 加 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 あ な た は 現 在 お 住 ま い の 地 域 に つ い て ど の よ う に お 考 え で す か 。
(ア )～ (ウ )の 項 目 そ れ ぞ れ に つ い て １ つ ず つ 選 ん で く だ さ い 。  

 永 住 の 意 思 （ 時 系 列 ）  

平 成 18 年 度

平 成 15 年 度

平 成 12 年 度

平 成 ９ 年 度

平 成 ６ 年 度

平 成 ３ 年 度

昭 和 63 年 度

昭 和 60 年 度

昭 和 57 年 度

（％）

51

45

47

46

44

45

43

42

46

11

12

12

14

13

13

14

14

13

38

43

41

39

43

41

39

43

37

4

3

1

1

1

1

1

0

1

永住したい 永住したくない
どちらとも
いえない

無回答
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２ 地域での活動について 

（１）地域活動への参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あ な た は 、 今 後 、 町 内 会 や 自 治 会 な ど の 地 域 活 動 や ボ ラ ン テ ィ ア

活 動 に 参 加 し た い と 思 い ま す か 。  

 

 地 域 活 動 へ の 参 加 意 向 （ 時 系 列 ）  

平 成 18 年 度

平 成 15 年 度

平 成 12 年 度

平 成 ９ 年 度

平 成 ６ 年 度

（％）

34

33

49

53

57

23

31

21

21

18

40

33

26

23

22

3

3

5

3

4

参加したい 参加したいが事情が
あり参加できず

参加したくない

無回答

ｎ

総 数 (2,040)

【 性 別 】

男 性 (  920)

女 性 (1,111)

【 年 齢 別 】

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  228)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  328)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  275)

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  426)

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  436)

７ ０ 歳 以 上 (  342)

（％）

34.3

35.8

33.0

23.7

30.2

32.7

37.8

44.5

29.2

23.4

23.0

23.5

22.4

19.5

26.2

22.3

24.8

24.9

39.8

37.8

41.6

53.9

50.0

40.4

36.2

28.2

39.5 6.4

2.5

3.8

0.7

0.3

1.9

3.4

2.6

-

参加したい 参加したいが事情が
あり参加できず

参加したくない

無回答
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２  希 望 す る 活 動 内 容 （ 性 別 、 年 齢 別 ）  

 

 

 

３  参 加 し た く な い 理 由 （ 性 別 、 年 齢 別 ）  

 

 

(%)

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

ｎ

趣味の会などの
サークル活動

スポーツ・レクリ
エーション活動

清掃、緑化などの
環境美化運動

講演会、講習会、
懇談会等への出席

交通安全、防犯な
どの自主的な活動

［ 全 体 ］ ( 1,176) 45.6 36.8 32.7 30.1 27.6

【 性 別 】

男 性 (  541) 41.2 43.3 37.3 25.9 37.5

女 性 (  628) 49.4 31.2 28.8 34.1 19.1

【 年 齢 別 】

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  105) 38.1 44.8 27.6 18.1 16.2

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  163) 44.2 45.4 26.4 21.5 27.6

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  162) 34.6 42.6 33.3 28.4 31.5

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  256) 55.5 39.1 36.7 38.7 26.2

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  302) 47.4 33.1 37.4 32.1 30.8

７ ０ 歳 以 上 (  185) 44.3 22.2 27.6 31.4 27.6

(%)

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

ｎ

時間的な余裕がな
い

体力的に無理であ
る

活動内容がわから
ない

一緒に活動する仲
間がいない

経済的余裕がない

［ 全 体 ］ (  811) 59.8 28.9 28.5 21.9 19.7

【 性 別 】

男 性 (  348) 63.2 23.0 27.6 20.4 21.8

女 性 (  462) 57.1 33.1 29.0 23.2 18.2

【 年 齢 別 】

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  123) 80.5 4.1 43.1 22.8 17.1

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  164) 78.7 10.4 33.5 25.0 26.2

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  111) 74.8 12.6 30.6 28.8 22.5

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  154) 70.8 24.7 31.8 25.3 22.7

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  123) 38.2 45.5 26.0 22.0 15.4

７ ０ 歳 以 上 (  135) 12.6 77.0 5.9 8.1 12.6
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３ 生 涯 学 習 について 

（ １ ） 生 涯 学 習 の 経 験 の 有 無 （ 性 別 、 年 齢 別 ）  

         

こ の １ 年 の 間 に 、 生 涯 学 習 を し た こ と が あ る か 聞 い た と こ ろ 、「 あ

る 」 と い う 人 は 33.7％ 、「 な い 」 は 63.4％ と な っ て い る 。 性 別 に み る

と 、「 あ る 」 は 男 性 （ 31.2 ％ ） よ り も 女 性 （ 35.7 ％ ） に 多 く な っ て い

る 。  

 年 齢 別 に み る と 、「 あ る 」 は 60～ 69 歳 （ 37.8％ ） で 最 も 多 く な っ て

い る 。  

 

   

ｎ

総 数 (2,040)

【 性 別 】

男 性 (  920)

女 性 (1,111)

【 年 齢 別 】

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  228)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  328)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  275)

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  426)

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  436)

７ ０ 歳 以 上 (  342)

（％）

33.7

31.2

35.7

29.8

33.2

33.1

35.0

37.8

30.1

63.4

64.8

62.3

69.3

66.8

66.5

62.9

60.1

58.8 11.1

2.1

2.1

0.4

0.9

2.0

4.0

2.9

-

ある ない 無回答
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（ ２ ） 生 涯 学 習 を し て い な い 理 由 （ 性 別 、 年 齢 別 ）  

 

こ の １ 年 の 間 に 、 生 涯 学 習 を し た こ と が な い と 答 え た 1,294 人 に 、

そ の 理 由 を 聞 い た と こ ろ 、「 仕 事 や 家 事 が 忙 し く て 時 間 が な い 」 が

52.0％ で 最 も 多 く 、 以 下 、「 き っ か け が つ か め な い 」（ 31.7％ ）、「 必 要

な 情 報 が な か な か 入 手 で き な い 」（ 25.5％ ） な ど の 順 で 続 い て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

ｎ

仕
事
や
家
事
が
忙
し
く
て
時
間
が
な
い

き
っ

か
け
が
つ
か
め
な
い

必
要
な
情
報
が
な
か
な
か
入
手
で
き
な
い

自
分
の
希
望
に
合
う
講
座
な
ど
が
な
い

一
緒
に
学
習
や
活
動
す
る
仲
間
が
い
な
い

費
用
が
か
か
る

身
近
な
と
こ
ろ
に
施
設
や
場
所
が
な
い

そ
う
い
う
こ
と
は
好
き
で
は
な
い

子
供
や
親
の
世
話
を
す
る
人
が
い
な
い

適
当
な
指
導
者
が
い
な
い

家
族
や
職
場
な
ど
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

そ
の
他

特
に
必
要
が
な
い

無
回
答

回
答
計

［ 全 体 ］ ( 1,294) 52.0 31.7 25.5 19.2 17.4 15.7 13.3 9.8 7.7 4.6 1.6 6.4 7.8 0.9 213.4

【 性 別 】

男 性 (  596) 54.7 32.7 28.0 17.6 17.1 13.1 13.3 10.4 4.5 5.2 0.8 5.7 8.1 0.8 212.1

女 性 (  692) 50.1 30.8 23.4 20.7 17.6 17.9 13.3 9.2 10.4 3.9 2.3 7.1 7.5 0.9 215.2

【 年 齢 別 】

２０～２９歳 (  158) 60.8 36.7 33.5 16.5 22.8 24.1 12.0 9.5 5.1 3.8 0.6 7.0 8.2 0.6 241.1

３０～３９歳 (  219) 68.5 29.7 30.6 20.1 15.1 24.7 14.2 7.3 20.1 2.7 1.4 1.4 6.8 0.5 242.9

４０～４９歳 (  183) 67.8 32.2 24.6 22.4 16.4 22.4 9.8 4.9 11.5 4.9 3.8 2.2 3.8 0.5 227.3

５０～５９歳 (  268) 63.8 33.2 28.7 23.9 17.2 11.2 16.0 6.3 4.1 4.9 2.2 3.7 5.2 1.5 222.0

６０～６９歳 (  262) 38.5 37.4 23.3 17.6 18.3 9.9 13.7 13.0 3.8 5.7 0.8 6.9 7.6 0.4 196.9

７ ０ 歳 以 上 (  201) 14.9 20.4 13.4 13.4 15.4 7.0 12.4 17.9 2.5 5.0 1.0 18.4 15.4 1.5 158.7
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（ ３ ） 今 後 生 涯 学 習 を し た い か （ 性 別 、 年 齢 別 ）  

（４）今後生涯学習をしたい理由 

        （ 性 別 、 年 齢 別 ）

ｎ

総 数 (2,040)

【 性 別 】

男 性 (  920)

女 性 (1,111)

【 年 齢 別 】

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  228)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  328)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  275)

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  426)

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  436)

７ ０ 歳 以 上 (  342)

（％）

74.7

72.1

77.0

72.4

81.7

81.1

81.5

77.3

53.2

20.6

22.8

18.8

25.0

17.7

18.2

15.7

18.3

31.0 15.8

4.4

2.8

0.7

0.6

2.6

4.1

5.1

4.7

してみたい（続けたい） したくない

無回答

(%)

ｎ

趣
味
を
豊
か
に
す
る
た
め

健
康
・
体
力
づ
く
り
の
た
め

老
後
の
人
生
を
有
意
義
に
す
る
た
め

他
の
人
と
仲
良
く
し
た
り
、

友
人
を
得
る

教
養
を
高
め
る
た
め

自
由
時
間
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

興
味
が
あ
っ

た
た
め

世
の
中
の
こ
と
を
知
る
た
め

地
域
に
貢
献
す
る
た
め

高
度
な
専
門
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め

そ
の
他

無
回
答

回
答
計

［ 全 体 ］ ( 1,524) 67.6 52.5 47.2 45.1 45.0 37.7 21.5 21.3 17.5 16.3 1.0 1.0 373.6

【 性 別 】

男 性 (  663) 67.0 51.1 45.4 43.4 43.0 38.5 16.7 21.3 25.2 17.8 0.8 0.8 370.9

女 性 (  856) 68.1 53.4 48.4 46.3 46.4 37.0 24.9 21.3 11.6 15.2 1.2 1.2 374.8

【 年 齢 別 】

２０～２９歳 (  165) 72.1 41.2 17.0 36.4 66.1 32.1 30.3 12.1 6.7 28.5 1.8 - 344.2

３０～３９歳 (  268) 74.6 42.5 21.3 39.6 56.0 35.1 26.1 13.8 11.2 21.3 1.5 0.7 343.7

４０～４９歳 (  223) 70.9 51.1 39.0 46.6 48.0 35.9 24.2 19.3 17.9 19.7 - 1.8 374.4

５０～５９歳 (  347) 67.7 57.6 59.4 45.2 42.1 41.2 19.3 21.3 19.9 14.1 0.3 1.2 389.3

６０～６９歳 (  337) 65.0 61.1 64.7 49.0 35.0 41.8 16.0 28.2 24.0 10.4 0.9 0.9 397.0

７ ０ 歳 以 上 (  182) 53.3 52.7 66.5 51.6 29.7 34.1 16.5 30.2 19.8 8.8 2.2 1.1 366.5



 50

（ ５ ） 今 後 や り た い 生 涯 学 習 の 内 容  

           （ 性 別 、 年 齢 別 ）  

 

 

今 後 生 涯 学 習 を し た い か ど う か に つ い て 「 し て み た い （ 続 け た い ）」

と 答 え た 1,524 人 に 、 や り た い 内 容 を 聞 い た と こ ろ 、「 趣 味 の よ う な も

の 」 が 67.3％ で 最 も 多 く 、 以 下 、「 健 康 ・ ス ポ ー ツ 」（ 60.3％ ）、「 教 養

的 な も の 」（ 36.0 ％ ）、「 Ｐ Ｃ ・ イ ン タ ー ネ ッ ト に 関 す る こ と 」

（ 26.4 ％ ）、「 家 庭 生 活 に 役 立 つ 技 能 」（ 25.0 ％ ） な ど の 順 で 続 い て い

る 。 性 別 に み る と 、 女 性 は 「 家 庭 生 活 に 役 立 つ 技 能 」（ 34.2％ ）、「 語 学

（ 英 語 な ど ）」（ 24.4％ ） が 多 く な っ て い る 。  

 年 齢 別 に み る と 、「 健 康 ・ ス ポ ー ツ 」 は 40～ 49 歳 （ 67.7％ ） で 最 も

多 く 、 ７ 割 近 く と な っ て い る 。 20～ 29 歳 で は 、「 職 業 上 必 要 な 知 識 ・

技 能 」（ 40.0％ ）、「 家 庭 生 活 に 役 立 つ 技 能 」（ 37.0％ ） が 多 く 、 約 ４ 割

と な っ て い る 。  
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趣
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よ
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健
　
康
・
ス
ポ
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教
養
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も
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Ｃ
・
イ
ン
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ネ
ッ

ト
に
関
す
る
こ
と

家
庭
生
活
に
役
立
つ
技
能

語
学
（

英
語
な
ど
）

職
業
上
必
要
な
知
識
・
技
能

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
必
要
な
知
識

自
然
体
験
や
生
活
体
験
な
ど
の
体
験
活
動

社
会
問
題

育
児
・
教
育

勤
労
体
験

そ
の
他

無
回
答

回
答
計

［ 全 体 ］ ( 1,524) 67.3 60.3 36.0 26.4 25.0 19.5 17.8 16.7 15.8 14.9 9.7 7.0 1.1 2.6 320.1

【 性 別 】

男 性 (  663) 65.9 61.5 34.5 27.3 13.1 13.1 16.6 11.0 21.0 18.6 5.4 7.7 1.2 2.1 299.1

女 性 (  856) 68.5 59.1 37.0 25.7 34.2 24.4 18.8 21.1 11.8 12.0 13.0 6.4 1.1 3.0 336.2

【 年 齢 別 】

２０～２９歳 (  165) 70.3 58.2 41.2 25.5 37.0 32.1 40.0 15.8 13.3 14.5 18.2 6.1 1.8 4.2 378.2

３０～３９歳 (  268) 67.2 57.1 36.6 24.3 30.6 27.2 31.7 13.4 18.7 7.1 20.5 5.6 0.7 3.0 343.7

４０～４９歳 (  223) 67.3 67.7 40.4 26.9 28.3 24.2 26.0 18.8 18.8 16.1 16.1 7.2 0.9 0.4 359.2

５０～５９歳 (  347) 70.0 61.1 35.7 28.8 21.9 19.6 12.1 20.2 15.3 15.3 3.7 5.8 0.3 1.4 311.2

６０～６９歳 (  337) 65.9 63.2 32.0 26.4 21.1 10.4 5.0 19.0 16.6 17.5 2.7 10.7 2.1 2.1 294.7

７ ０ 歳 以 上 (  182) 62.1 50.5 32.4 25.3 15.4 7.7 2.2 9.3 9.9 19.8 2.7 4.9 1.1 6.6 250.0
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（ ６ ） 生 涯 学 習 を 活 性 化 す る た め に 市 に 望 む こ と  

                    （ 性 別 、 年 齢 別 ）  

 

今 後 、 生 涯 学 習 活 動 を も っ と 盛 ん に し て い く た め に 、 市 が 力 を 入 れ る

べ き こ と に つ い て 聞 い た と こ ろ 、「 生 涯 学 習 関 連 施 設 の サ ー ビ ス を 充 実

す る 」 が 55.3 ％ で 最 も 多 く 、 以 下 、「 市 民 の ニ ー ズ な ど を 反 映 し て い

く 」（ 38.9％ ）、「 学 校 を も っ と 地 域 に 開 放 す る 」（ 32.6％ ） な ど の 順 で

続 い て い る 。 性 別 に み る と 、 大 き な 差 は み ら れ ず 男 女 と も 「 生 涯 学 習 関

連 施 設 の サ ー ビ ス を 充 実 す る 」 が 最 も 多 く 、 半 数 以 上 と な っ て い る 。  

 年 齢 別 に み る と 、「 生 涯 学 習 関 連 施 設 の サ ー ビ ス を 充 実 す る 」 は 50

～ 59 歳 で 最 も 多 く 65.0％ と な っ て い る が 、 70 歳 以 上 で は 36.5％ と

な っ て い る 。「 学 校 を も っ と 地 域 に 開 放 す る 」 は 20～ 29 歳 （ 44.7％ ）

で 最 も 多 く 、 ４ 割 以 上 と な っ て い る 。  
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動
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す
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涯
学
習
に
関
す
る
専
門
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育
成

生
涯
学
習
の
た
め
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暇
制
度
等
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普
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社
会
教
育
団
体
な
ど
の
活
動
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支
援
す
る

生
涯
学
習
で
身
に
付
け
た
成
果
を
評
価

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

回
答
計

［ 全 体 ］ ( 2,040) 55.3 38.9 32.6 29.2 25.9 20.5 17.1 11.1 8.0 3.4 10.0 6.9 258.8

【 性 別 】

男 性 (  920) 54.0 38.6 33.0 28.5 25.9 20.0 17.8 10.5 7.9 3.3 10.3 6.8 256.7

女 性 ( 1,111) 56.6 39.2 32.3 29.8 25.8 21.0 16.5 11.5 7.9 3.5 9.7 6.6 260.5

【 年 齢 別 】

２０～２９歳 (  228) 53.5 43.0 44.7 32.9 18.9 21.9 34.6 10.1 12.3 6.1 6.1 3.1 287.3

３０～３９歳 (  328) 58.8 44.2 39.0 30.2 18.6 20.4 26.5 9.8 8.5 5.2 9.1 - 270.4

４０～４９歳 (  275) 60.4 39.6 38.5 38.9 29.5 21.8 21.1 12.4 12.4 2.9 6.2 1.8 285.5

５０～５９歳 (  426) 65.0 42.3 31.9 29.6 29.3 25.4 16.9 11.3 8.0 2.1 6.1 4.9 272.8

６０～６９歳 (  436) 55.7 40.1 28.0 28.2 31.4 18.1 8.3 11.5 4.8 2.1 11.9 6.9 247.0

７ ０ 歳 以 上 (  342) 36.5 24.9 20.5 18.4 23.4 15.5 4.7 11.1 4.7 3.5 18.4 22.2 203.8
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 柏市子ども調査結果（抜 粋 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

       

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                      【調査】川村学園女子大学，協力 柏市 

                       ・調査対象：柏中・手賀中・田中中・柏市立高・東葛飾高 

                       ・調査時期：平成２０年７月１日～７月１８日 

問20-1．「習い事」の内容

9 3 12 8 4 12

13.8% 3.8% 8.4% 7.9% 9.5% 8.4%

9 16 25 20 5 25

13.8% 20.5% 17.5% 19.8% 11.9% 17.5%

8 39 47 31 16 47

12.3% 50.0% 32.9% 30.7% 38.1% 32.9%

14 3 17 11 6 17

21.5% 3.8% 11.9% 10.9% 14.3% 11.9%

2 7 9 5 4 9

3.1% 9.0% 6.3% 5.0% 9.5% 6.3%

1 1 2 1 1 2

1.5% 1.3% 1.4% 1.0% 2.4% 1.4%

0 2 2 2 0 2

.0% 2.6% 1.4% 2.0% .0% 1.4%

2 14 16 11 5 16

3.1% 17.9% 11.2% 10.9% 11.9% 11.2%

0 0 0 0 0 0

.0% .0% .0% .0% .0% .0%

1 0 1 1 0 1

1.5% .0% .7% 1.0% .0% .7%

9 2 11 8 3 11

13.8% 2.6% 7.7% 7.9% 7.1% 7.7%

1 0 1 1 0 1

1.5% .0% .7% 1.0% .0% .7%

0 0 0 0 0 0

.0% .0% .0% .0% .0% .0%

0 0 0 0 0 0

.0% .0% .0% .0% .0% .0%

22 9 31 27 4 31

33.8% 11.5% 21.7% 26.7% 9.5% 21.7%

65 78 143 101 42 143

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

問2011．スイミングスクール

問2012．語学

問2013．楽器・音楽

問2014．スポーツクラブ･体
操教室

問2015．ダンス・ばれー

問1216．絵画教室

問2017そろばん

問2018．習字

問2019．パソコン教室

問20110．囲碁教室

問20111．武道

問20112．日本舞踊

問20113．茶道

問20114．生け花

問20115．その他

合計

問201．
ならい
ごとに行
っている
内容

男子 女子 合計

問1．性別

中学校 高等学校 合計

再問２．中･高校別

（２）「習い事」の内容 

そろばん 

問20．一週間にどれくらい「習い事」に行っているか

234 203 437 184 254 438

80.7% 71.5% 76.1% 66.2% 85.5% 76.2%

35 66 101 61 40 101

12.1% 23.2% 17.6% 21.9% 13.5% 17.6%

15 12 27 26 1 27

5.2% 4.2% 4.7% 9.4% .3% 4.7%

5 3 8 7 1 8

1.7% 1.1% 1.4% 2.5% .3% 1.4%

1 0 1 0 1 1

.3% .0% .2% .0% .3% .2%

290 284 574 278 297 575

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全然行っていない

週に1～2日

週に3～4日

週に5～6日

毎日行っている

合計

問20．一
週間の
習い事
の日

男子 女子 合計

問1．性別

中学校 高等学校 合計

再問２．中･高校別

（１）一週間にどれくらい「習い事」に行っているか 

性  別 中 学 ・ 高 校 別  

スポーツクラブ・ 

体操教室 

ダンス・バレー 

絵画教室

性  別 中 学 ・ 高 校 別  
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柏市生涯学習推進協議会規則 

平 成 17 年 3 月 22 日  

(教 )規 則 第 3 号  

(趣 旨 ) 

第 1 条  こ の 規 則 は ， 柏 市 附 属 機 関 設 置 条 例 (平 成 8 年 柏 市 条 例 第 6 号 )

に 基 づ き 設 置 さ れ た 柏 市 生 涯 学 習 推 進 協 議 会 (以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 )

の 組 織 ， 運 営 等 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

(委 員 ) 

第 2 条  委 員 は ， 生 涯 学 習 に つ い て 識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら 教 育 委 員

会 が 委 嘱 す る 。  

(会 長 及 び 副 会 長 ) 

第 3 条  協 議 会 に ， 会 長 及 び 副 会 長 各 1 人 を 置 き ， 委 員 の 互 選 に よ り 定

め る 。  

2 会 長 は ， 会 務 を 総 理 し ， 協 議 会 を 代 表 す る 。  

3 副 会 長 は ， 会 長 を 補 佐 し ， 会 長 に 事 故 あ る と き は ， そ の 職 務 を 代 理 す

る 。  

(会 議 ) 

第 4 条  協 議 会 の 会 議 は ， 必 要 に 応 じ て 会 長 が 招 集 し ， そ の 議 長 と な る 。 

2 会 議 は ， 委 員 の 半 数 以 上 の 出 席 が な け れ ば ， 開 く こ と が で き な い 。  

3 会 議 の 議 事 は ， 出 席 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し ， 可 否 同 数 の と き は ，

議 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。  

(関 係 人 の 出 席 等 ) 

第 5 条  協 議 会 は ， 必 要 に 応 じ て 委 員 以 外 の 関 係 者 に 対 し ， 出 席 を 求 め

て そ の 意 見 を 聴 く こ と 又 は 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。  

(会 議 の 運 営 等 ) 

第 6 条  こ の 規 則 で 定 め る も の 及 び 次 条 の 規 定 に よ り 教 育 委 員 会 が 別 に

定 め る も の を 除 く ほ か ， 協 議 会 の 議 事 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は ， 会

長 が 協 議 会 に 諮 っ て 定 め る 。  

(補 則 ) 

第 7 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は ， 教 育 委 員 会 が 別 に

定 め る 。  

附  則  

こ の 規 則 は ， 平 成 17 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  
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柏 市 生 涯 学 習 推 進 本 部 要 領  

 

                 制 定  平 成 ２ 年 ９ 月 １ 日  

                 施 行  平 成 ２ 年 ９ 月 １ 日  

 

 （ 設 置 ）  

第 １ 条  本 市 の 生 涯 学 習 推 進 計 画 を 策 定 し ， 及 び 生 涯 学 習 施 策

を 総 合 的 に 推 進 す る た め ， 柏 市 生 涯 学 習 推 進 本 部 （ 以 下 「 本

部 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。  

 （ 所 掌 事 項 ）  

第 ２ 条  本 部 の 所 掌 事 項 は ， 次 に 掲 げ る と お り と す る 。  

 (1 )  生 涯 学 習 推 進 計 画 の 策 定 に 関 す る こ と 。  

 (2 )  生 涯 学 習 に 関 す る 総 合 的 な 施 策 の 推 進 に 関 す る こ と 。  

 (3 )  生 涯 学 習 関 連 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。  

 (4 )  そ の 他 生 涯 学 習 の 推 進 に 関 す る こ と 。  

 （ 組 織 ）  

第 ３ 条  本 部 は ， 本 部 長 ， 副 本 部 長 及 び 委 員 を も っ て 組 織 す る 。  

２  本 部 長 は 市 長 の 職 に あ る 者 を ， 副 本 部 長 は 副 市 長 の 職 に あ

る 者 及 び 教 育 長 の 職 に あ る 者 を ， 委 員 は 別 表 第 １ に 掲 げ る 職

に あ る 者 を も っ て 充 て る 。  

３  本 部 長 は ， 会 務 を 総 理 す る 。  

４  本 部 長 に 事 故 あ る と き は ， あ ら か じ め 本 部 長 が 指 名 す る 副

本 部 長 が そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

 （ 会 議 ）  

第 ４ 条  本 部 の 会 議 は ， 本 部 長 が 招 集 し ， そ の 議 長 と な る 。  

２  本 部 は ， 必 要 が あ る と 認 め る と き は ， 委 員 以 外 の 者 を そ の

会 議 に 出 席 さ せ ， 意 見 又 は 説 明 を 求 め る こ と が で き る 。  

 （ 幹 事 会 ）  

第 ５ 条  本 部 に 幹 事 会 を 置 き ， 幹 事 は 別 表 第 ２ に 掲 げ る 職 に あ

る 者 （ 以 下 「 幹 事 」 と い う 。 ） を も っ て 充 て る 。  

２  幹 事 会 は ， 本 部 の 所 掌 事 務 に 関 す る 専 門 的 な 調 査 検 討 及 び
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本 部 の 会 議 に 付 す る 事 案 の 調 整 を 行 う 。  

３  幹 事 会 は ， 教 育 委 員 会 事 務 局 生 涯 学 習 部 生 涯 学 習 課 長 の 職

に あ る 幹 事 が 招 集 し ， そ の 会 議 を 主 宰 す る 。  

４  幹 事 会 は ， 必 要 が あ る と 認 め る と き は ， 幹 事 以 外 の 者 を そ

の 会 議 に 出 席 さ せ ， 意 見 又 は 説 明 を 求 め る こ と が で き る 。  

 （ 実 務 部 会 ）  

第 ６ 条  本 部 及 び 幹 事 会 に 付 議 す る 事 案 に 関 し 必 要 な 事 項 を 調

査 ， 研 究 す る た め ， 本 部 に 生 涯 学 習 実 務 部 会 （ 以 下 「 実 務 部

会 」 と い う 。 ） を 置 く 。  

２  実 務 部 会 は ， 本 部 長 が 指 名 す る 職 員 を も っ て 組 織 す る 。  

３  実 務 部 会 に 部 会 長 及 び 副 部 会 長 を 置 き ， 互 選 に よ り 定 め る 。

 （ 庶 務 ）  

第 ７ 条  本 部 ， 幹 事 会 及 び 実 務 部 会 の 庶 務 は ， 教 育 委 員 会 事 務

局 生 涯 学 習 部 生 涯 学 習 課 に お い て 処 理 す る 。  

 （ 補 則 ）  

第 ８ 条  こ の 要 領 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は ， 市 長 が 別

に 定 め る 。  

 

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ 年 ９ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 領 は ， 平 成 １ ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 領 は ， 平 成 １ ４ 年 ５ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  
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 こ の 要 領 は ， 平 成 １ ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 領 は ， 平 成 ２ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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別 表 第 １ （ 第 ３ 条 第 ２ 項 ）  

 １  企 画 部 長        ６  環 境 部 長  

 ２  財 政 部 長        ７  経 済 産 業 部 長  

 ３  市 民 生 活 部 長      ８  都 市 緑 政 部 長  

 ４  保 健 福 祉 部 長      ９  生 涯 学 習 部 長  

 ５  児 童 家 庭 部 長      10  学 校 教 育 部 長  

 

別 表 第 ２ （ 第 ５ 条 第 １ 項 ）  

 １  企 画 部 企 画 調 整 課 長        

 ２  財 政 部 財 政 課 長          

 ３  市 民 生 活 部 市 民 活 動 推 進 課 長  

 ４  保 健 福 祉 部 保 健 福 祉 総 務 課 長      

 ５  児 童 家 庭 部 児 童 育 成 課 長        

 ６  環 境 部 環 境 保 全 課 長      

 ７  経 済 産 業 部 産 業 政 策 課 長  

 ８  都 市 緑 政 部 公 園 緑 政 課  

 ９  生 涯 学 習 部 教 育 総 務 課 長  

 10  生 涯 学 習 部 生 涯 学 習 課 長  

 11  生 涯 学 習 部 文 化 課 長  

 12  生 涯 学 習 部 ス ポ ー ツ 課 長  

 13  学 校 教 育 部 学 校 教 育 課 長  

 14  学 校 教 育 部 学 校 施 設 課 長  

 15  学 校 教 育 部 学 校 保 健 課 長  

 16  学 校 教 育 部 指 導 課 長  

  （ 教 育 機 関 ）  

 17  中 央 公 民 館 長  

 18  沼 南 公 民 館 長  

19  図 書 館 長  

20  教 育 研 究 所 長  
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第 ２次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 改 訂 までの経 過  

 

年 月 日   項 目  概   要  

平 成 ２ ０ 年  

  ６ 月 ２ ７ 日  

生 涯 学 習 推 進 本 部  

実 務 部 会  

・ 生 涯 学 習 推 進 体 制 と 実 務  

部 会 委 員 の 役 割 に つ い て  

・ 部 会 長 ， 副 部 会 長 選 任  

・ 生 涯 学 習 推 進 計 画 の 改 訂

に つ い て 説 明  

平 成 ２ ０ 年  

  ７ 月 １ １ 日

生 涯 学 習 推 進 協 議 会  ・ 会 長 ・ 副 会 長 の 選 出  

・ 生 涯 学 習 推 進 計 画 の 改 訂

に つ い て 説 明  

平 成 ２ ０ 年  

  ７ 月 １ ７ 日

意 見 ・ 提 言 募 集  ・ 生 涯 学 習 推 進 協 議 会 委 員

よ り 意 見 ・ 提 言  

平 成 ２ ０ 年  

  ７ 月 ２ ４ 日

生 涯 学 習 推 進 本 部  

実 務 部 会  

・ 生 涯 学 習 推 進 計 画 （ 骨 子

案 ） に つ い て 協 議  

・ 生 涯 学 習 推 進 計 画 進 捗 状

況 等 調 査 に つ い て  

平 成 ２ ０ 年  

  ８ 月 ２ ９ 日

生 涯 学 習 推 進 本 部  

実 務 部 会  

・ 生 涯 学 習 推 進 計 画 （ 骨 子

案 ）「 施 策 の 方 針 」「 施 策

の 方 向 」 に つ い て 協 議  

平 成 ２ ０ 年  

  ９ 月 ２ ４ 日

生 涯 学 習 推 進 本 部  

実 務 部 会  

・ 施 策 体 系 別 事 業 に つ い て

協 議  

・ 生 涯 学 習 推 進 計 画 （ 原

案 ） を 内 定  

平 成 ２ ０ 年  

１ ０ 月 ２ ９ 日  

生 涯 学 習 推 進 本 部  

幹 事 会  

・ 生 涯 学 習 推 進 計 画 （ 原

案 ） に つ い て 協 議  

平 成 ２ ０ 年  

１ ２ 月  ３ 日  

生 涯 学 習 推 進 協 議 会  ・ 生 涯 学 習 推 進 計 画 （ 原

案 ） に つ い て 協 議  

平 成 ２ １ 年  

１ 月 ２ ７ 日  

生 涯 学 習 推 進 協 議 会  ・ 生 涯 学 習 推 進 計 画 （ 原

案 ） に つ い て 協 議  

平 成 ２ １ 年  

２ 月 ２ ５ 日  

生 涯 学 習 推 進 本 部  「 第 ２ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進

計 画 」 を 改 訂  
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柏 市 生 涯 学 習 推 進 協 議 会 委 員 名 簿  

 

  

 氏  名  職  等  

 

会  長  

 

齋 藤  哲 瑯  

 

川 村 学 園 女 子 大 学 教 授  

 

副 会 長  

 

畔 高  敦 司  

柏 商 工 会 議 所 街 づ く り 委 員 会 担

当 副 会 頭  

 

委  員  

 

樋 口  眞 孝  

 

千 葉 県 立 東 葛 飾 高 等 学 校 長  

 

委  員  

 

花 香  健 司  

 

柏 市 立 高 柳 中 学 校 長  

 

委  員  

 

梅 谷  武 司  

 

Ｎ Ｈ Ｋ 文 化 セ ン タ － 柏 支 社 長  

 

委  員  

 

宮 本  良 美  

 

柏 子 ど も の 文 化 連 絡 会 長  

 

委  員  

 

谷 口  義 則  

柏 市 生 涯 学 習 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

推 進 協 議 会 長  

 

委  員  

 

齋 藤  澤 子  

 

柏 市 体 育 指 導 委 員 協 議 会 副 会 長

 

委  員  

 

湯 山  房 江  

柏 市 レ ク リ エ － シ ョ ン 協 会 事 務

局 長  

 

委  員  

 

田 中  勇 二  

 

柏 市 文 化 連 盟 事 務 局 長  

 

委  員  

 

藤 田  と し 子  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 柏 市 イ ン フ

ォ メ － シ ョ ン 協 会 事 務 局 長  

 

委  員  

 

相 川  次 郎  

 

公 募 委 員  

         任 期 ： 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 １ 日 ～ 平 成 ２ １ 年 ６ 月 ３ ０ 日  
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第 ２ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画  

 （ 改 訂 版 ）  

平 成 2１ 年 ４ 月 発 行  

発 行 ／ 柏 市  

編 集 ／ 柏 市 教 育 委 員 会  

生 涯 学 習 部 生 涯 学 習 課  

〒 ２ ７ ７ － ８ ５ ０ ３  

   柏 市 大 島 田 ４ ８ 番 地 １  

電 話  ０ ４ － ７ １ ９ １ － ７ ３ ９ ３  
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